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一
、
は
じ
め
に

　

書
法
文
化
の
日
本
へ
の
伝
播
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
４
回
を
挙
げ
る
の
が

通
例
で
あ
るi
。

　
　

①　

奈
良
・
平
安
期
に
将
来
さ
れ
た
王
羲
之
や
唐
代
の
書
風

　
　

②　

鎌
倉
・
室
町
期
の
禅
宗
の
興
隆
に
伴
っ
て
輸
入
さ
れ
た
宋
元
の
書
風

　
　

③　

江
戸
初
期
に
お
け
る
黄
檗
宗
僧
侶
の
渡
来
に
伴
う
明
代
の
書
風

　
　

④　

明
治
時
代
に
な
っ
て
紹
介
さ
れ
た
六
朝
の
書
風

　

本
稿
で
は
、
こ
の
4
つ
の
時
期
に
中
国
の
書
法
文
化
が
日
本
へ
伝
播
し
た
こ

と
を
、
文
献
と
書
跡
に
拠
っ
て
大
ま
か
に
確
認
し
た
上
で
、「
日
本
独
自
の
書

の
美
」
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
先
ず
日
本
書
道
史
上
の
時

代
的
変
遷
を
通
覧
し
て
お
く
。（【
表
１
】
①
〜
④
は
上
記
数
字
に
対
応
す
る
。）

書
法
文
化
の
日
本
伝
播

D
iffusion of calligraphy culture from

 China to Japan

河　

内　

利　

治
（
君　

平
）

T
oshiharu

（K
unpei

）K
aw
achi

時代 唐様（中国書法様式） 和様（日本書道様式）
大和 百済書芸 ———
飛鳥 隋唐書法 ———
奈良 晋唐書法① 万葉仮名
平安前期 唐代書法（三筆）① 草仮名
平安中期 ——— 和様の典型／仮名（三蹟）
鎌倉前期 宋代書法　禅宗様② 世尊寺流／法性寺流
鎌倉後期 元代書法　禅宗様② 伏見院流／尊円流
室町／桃山 明代書法 持明院流／公家各家流儀
江戸 明清書法

　黄檗流（黄檗三筆）③
　元明流
　晋唐流（幕末三筆）

大師流

御家流

明治 碑学派④ 上代様

【表１】�日本書道史時代別中国書法様式（唐様）と日本書道様式（和様）比較
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二
、
漢
字
の
伝
来

  

中
国
で
生
ま
れ
た
漢
字
が
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
日
本
に
伝
来
し
た
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
る
。
百
済
王
が
王
仁
（
＝
和
邇
吉
師
）
を
遣
わ
し
て
『
論
語
』

と
『
千
字
文
』
が
伝
来
し
た
こ
と
で
、
漢
字
と
儒
学
を
通
じ
た
書
法
文
化
が
日

本
に
伝
播
し
た
の
で
あ
る
（
下
線
は
稿
者
、
以
下
同
じ
）。

　

十
五
年
（
四
〇
四
）
秋
八
月
壬
戌
朔
丁
卯
百
濟
王
遣
阿あ
ち
き
直
岐
貢
良
馬
二

匹
。
即
養
於
輕
阪
上

。
因
以
阿
直
岐
令
掌
飼
。
故
號
其
養
馬
之
處
曰

阪
也
。
阿
直
岐
亦
能
讀
經
典
。
及
太
子
菟うじ
の
わ
き
い
ら
つ
こ

道
稚
郎
子
師
焉
。
於
是
天
皇

問
阿
直
岐
曰
「
如
勝
汝
博
士
亦
有
耶
。」
對
曰
「
有
王わ
に仁
者
。
是
秀
也
。」

時
遣
上
毛
野
君
祖
荒
田
別
・
巫
別
於
百
濟
仍
徵
王
仁
也
。
其
阿
直
岐
者
阿

直
岐
史
之
始
祖
也
。
十
六
年
（
四
〇
五
）
春
二
月
王
仁
來
之
。
則
太
子
菟

道
稚
郎
子
師
之
習
諸
典
籍
於
王
仁
莫
不
通
達
。
所
謂
王
仁
者
是
書
ふ
み
の
お
び
と首

等
始
祖
也
。
―
―
『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
（
応
神
紀ii
）

　

又
科
賜
百
濟
國
若
有
賢
人
者
貢
上
。
故
受
命
以
貢
上
人
名
和わ
に
き
し

邇
吉
師
。

即
論
語
十
卷
・
千
字
文
一
卷
、
并
十
一
卷
付
是
人
即
貢
進
。〔
此
和
邇

吉
師
者
、
文
ふ
み
の
お
び
と首

等
祖
〕
―
― 

『
古
事
記
』（
中
巻
・
応
神
天
皇
二
十
年

（
二
八
九
）
己
酉iii
）

　

王
仁
（
生
没
年
不
詳
）
は
、『
日
本
書
紀
』
で
は
王
仁
、『
古
事
記
』
で
は

和わ
に
き
し

邇
吉
師
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
文
中
の
「
書
首
」
ま
た
は
「
文
首
」
は
後
の

時
代
に
中
務
省
に
属
し
図
書
を
保
管
し
歴
史
編
纂
・
仏
典
の
校
写
や
紙
・
筆
・

墨
な
ど
の
給
付
を
司
っ
た
役
所
、
図
書
寮iv
の
領
首
、
す
な
わ
ち
長
官
の
こ
と
で

あ
る
。三

、「
書
道
」
の
伝
来

　

日
本
に
お
い
て
「
書
道v
」 

と
い
う
言
葉
が
、
最
初
に
登
場
す
る
文
献
史
料
は
、

『
扶
桑
略
記
』
第
六
・
聖
武
天
皇
・
天
平
七
年
（
七
三
六
）
で
あ
る
。

　

天
平
七
年
乙
亥
、
…
…
四
月
辛
亥
（
廿
六
）
日
。
入
唐
留
學
生
從
八
位

下
々
道
朝
眞
備
獻
唐
禮
一
百
卅
巻
、
大
衍
暦
經
一
巻
、
大
衍
暦
立
成
十
二

巻
、
測
影
鐵
尺
一
枚
、
樂
書
要
録
十
巻
、
馬
上
飲
水
漆
角
弓
一
張
、
并
種
々

書
跡
、
要
物
等
、
不
能
具
載
。
留
學
之
間
歴
十
九
年
、
凡
所
傳
學
、
三
史

五
經
、
名
刑
笇
術
、
陰
陽
暦
道
、
天
文
漏
剋
、
漢
音
書
道
、
秘
術
雜
占
、

一
十
三
道
。
夫
所
受
業
、
渉
窮
衆
藝
。
由
是
太
唐
留
惜
、
不
許
歸
朝
。

―
―
吉
川
弘
文
館
『
新
訂
增
補
國
史
大
系
』
十
二
巻
・
一
九
三
二
年
・

九
一
頁

　

そ
も
そ
も
『
扶
桑
略
記
』（
十
六
巻
・
残
欠
）
は
、
嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）

の
記
事
で
終
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
以
後
の
成
立
で
あ
る
。『
本
朝
書
籍
目
録
』

に
よ
れ
ば
、
も
と
三
十
巻
で
あ
っ
た
が
散
佚
し
て
現
存
す
る
の
は
、
二
～
六
、

二
〇
～
三
〇
の
十
六
巻
と
神
武
天
皇
か
ら
平
城
天
皇
ま
で
の
抄
本
だ
け
で
あ
り
、

「
六
國
史
」
そ
の
ほ
か
の
文
献
や
寺
院
関
係
の
古
伝
な
ど
に
よ
っ
た
編
年
体
の
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史
書
で
あ
る
（
朝
倉
書
店
『
国
史
文
献
解
説
』
よ
り
）。
要
す
る
に
、
天
平
七

年
（
七
三
六
）
の
記
載
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
三
六
〇
年
以
上
も
前
の
史

実
を
記
載
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
文
献
に
依
る
と
、
遣
唐
使
の
吉
備
真
備
が

奈
良
時
代
に
唐
土
に
渡
り
、
当
時
（
盛
唐
）
の
「
書
道
」
を
学
び
、「
書
跡
」

を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

要
す
る
に
遣
唐
使
が
派
遣
さ
れ
奈
良
時
代
の
学
者
・
公
卿
の
吉
備
真
備

（
六
九
五
―

七
七
五
）
が
「
書
道
」
を
将
来
し
た
と
さ
れ
る
。
吉
備
真
備
は
霊
亀

二
年
（
七
一
六
）
に
遣
唐
留るが
く
し
ょ
う

学
生
と
な
り
、
翌
養
老
元
年
（
七
一
七
）
に
阿
倍

仲
麻
呂
、
玄
昉
ら
と
共
に
入
唐
し
た
。
帰
路
で
は
種
子
島
に
漂
着
す
る
が
、
天

平
七
年
（
七
三
五
）
に
多
く
の
典
籍
を
携
え
て
帰
朝
し
た
。
唐
で
は
経
書
と
史

書
の
ほ
か
天
文
学
・
音
楽
・
兵
学
な
ど
を
幅
広
く
学
び
、
帰
朝
時
に
は
経
書

（『
唐
礼
』
百
三
十
巻
）、
天
文
暦
書
（『
大
衍
暦
経
』
一
巻
、『
大
衍
暦
立
成
』

十
二
巻
）、
日
時
計
（
測
影
鉄
尺
）、
楽
器
（
銅
律
管
・
鉄
如
方
響
・
写
律
管
声

十
二
条
）、
音
楽
書
（『
楽
書
要
録
』
十
巻
）、
弓
（
絃
纏
漆
角
弓
・
馬
上
飲
水

漆
角
弓
・
露
面
漆
四
節
角
弓
各
一
張
）、
矢
（
射
甲
箭
二
十
隻
、
平
射
箭
十
隻
）

な
ど
を
献
上
し
、『
東
観
漢
記
』
を
も
た
ら
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
こ
の
初
出
の
「
書
道
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
は
定
か
で
な
い
。

中
国
の
文
字
の
書
き
方
、
書
法
に
解
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
唐
代
の
張
懐
瓘
の
書
論『
文
字
論
』に「
書
道
」と
い
う
こ
と
ば
が
見
え
る
。

別
経
旬
日
後
見
、
乃
有
愧
色
。（
王
翰
）
云
、「
書
道
亦
大
元
妙
、
翰
與
蘇

侍
郎
、
初
並
軽
忽
之
、
以
為
賦
不
足
言
者
。
今
始
知
其
極
難
下
語
、
不
比

於
文
賦
。
書
道
尤
広
。
雖
沈
思
多
日
、
言
不
尽
意
、
竟
不
能
成
。」

　

蘇
（
晋
）
且
説
之
、
因
謂
僕
云
、「
看
公
于
書
道
、
無
所
不
通
。
自
運

筆
固
合
窮
于
精
妙
。
何
為
与
鍾
王
頓
爾
遼
濶
。
公
且
自
評
、
書
至
何
境
界

与
誰
等
倫
。」

　

包
（
融
）
曰
、「
…
…
論
書
道
、
則
妍
華
有
餘
、
考
賦
体
、
則
風
雅
不

足
。
…
…
」

　

こ
の
四
つ
の
「
書
道
」
の
用
例
は
、
現
代
日
本
で
は
、
書
芸
術
・
書
芸
（
韓

国
の
「
書
芸
」
で
は
な
く
書
道
芸
術
の
意
味
）
の
道
に
解
さ
れ
て
い
る
（
二
玄

社
『
中
国
書
論
大
系
』
第
二
巻
所
收
『
文
字
論
』
吉
田
教
專
・
神
谷
順
治
訳
）。

日
本
で
は
、
上
述
し
た
平
安
時
代
末
期
の
『
扶
桑
略
記
』
以
降
、
江
戸
時
代
ま

で
「
書
道
」
と
い
う
こ
と
ば
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
使
用
さ
れ
る
の

が
、「
入
木
」
と
「
臨
池
」
で
あ
る
。

四
、
空
海
と
韓
方
明

　

吉
備
真
備
か
ら
ほ
ぼ
百
年
後
、
同
じ
く
遣
唐
使
の
一
員
と
し
て
唐
朝
の
大
地

を
踏
ん
だ
空
海
（
七
七
四
―

八
三
五
、
弘
法
大
師
）
と
最
澄
（
七
六
七
―

八
二
二
、

伝
教
大
師
）
は
王
羲
之
の
古
法
や
顔
真
卿
の
新
法
の
筆
法
を
将
来
し
た
こ
と
で

も
有
名
で
あ
る
。
書
法
文
化
の
伝
播
は
人
の
往
来
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
謎
め
い
て
い
る
が
、
空
海
と
韓
方
明
と
の
筆
法
授
受
の
言
説
が
伝
来
し
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て
い
るvi
。
そ
れ
は
唐
代
貞
元
年
間（
七
八
五
―

八
〇
四
）に
韓
方
明
が
撰
し
た『
授

筆
要
説
』
で
あ
る
。
全
文
を
引
用
す
る
。

　

昔
歳
学
書
、
専
求
筆
法
。
貞
元
十
五
年
（
八
〇
〇
）、
授
法
於
東
海
徐

公
璹
、
十
七
年
（
八
〇
二
）
授
法
於
清
河
崔
公
邈
、
由
来
遠
矣
。
自
伯
英

以
前
、
未
有
真
行
草
書
之
法
、
姚
思
廉
奉
詔
論
書
云
。「
王
僧
虔
答
竟
陵

王
書
云
。『
張
芝
、
韋
誕
、
鍾
会
、
索
靖
、
二
衛
并
得
名
前
代
、
古
今
既
異
、

無
以
辨
其
優
劣
、
唯
見
筆
力
驚
絶
耳
。』」
時
有
羅
暉
、
趙
襲
并
善
書
、
与

張
芝
同
著
名
、
而
張
矜
巧
自
許
、
衆
頗
惑
之
。
常
与
太
僕
朱
寛
書
曰
。「
上

比
崔
、
杜
不
足
、
下
方
羅
、
趙
有
餘
。
今
言
自
古
能
書
、
皆
云
鍾
、
張
按

張
自
矜
巧
、
為
衆
所
惑
。
今
言
筆
法
、
亦
不
言
自
張
芝
。
芝
自
云
比
崔
、

杜
不
足
、
即
可
信
乎
筆
法
起
自
崔
瑗
子
玉
明
矣
。
清
河
公
雖
云
伝
筆
法
於

張
旭
長
史
、
世
之
所
伝
得
長
史
法
者
、
惟
有
得
「
永
」
字
八
法
、
次
有
五

執
筆
、
已
下
并
未
之
有
前
聞
者
乎
。
方
明
伝
之
於
清
河
公
、
問
八
法
起
於

隷
字
之
始
、
後
漢
崔
子
玉
歴
鍾
、
王
以
下
、
伝
授
至
於
永
襌
師
、
而
至
張

旭
始
弘
八
法
、
次
演
五
勢
、
更
備
九
用
、
則
万
字
無
不
該
於
此
、
墨
道
之

妙
、
無
不
由
之
以
成
也
。

　

夫
把
筆
有
五
種
、
大
凡
管
長
不
過
五
六
寸
、
貴
用
易
便
也
。

　

第
一
執
管
。
夫
書
之
妙
在
於
執
管
、
既
以
双
指
苞
管
、
亦
当
五
指
共
執
、

其
要
実
指
虚
掌
、
鉤

訐
送
、
亦
曰
抵
送
、
以
備
口
伝
手
授
之
説
也
。
世

俗
皆
以
単
指
苞
之
、
則
力
不
足
而
無
神
気
、
每
作
一
点
画
、
雖
有
解
法
、

亦
当
使
用
不
成
。
日
平
腕
双
苞
、
虚
掌
実
指
、
妙
無
所
加
也
。

　

第
二
扌族
管
。
亦
名
拙
管
。
謂
五
指
共
扌族
其
管
末
、
吊
筆
急
疾
、
無
体
之�

書
、
或
起
藁
草
用
之
。
今
世
俗
多
用
五
指
扌族
管
書
、
則
全
無
筋
骨
、
慎
不

可
效
也
。

　

第
三
撮
管
。
謂
以
五
指
撮
其
管
末
、
惟
大
草
書
或
書
図
幛
用
之
、
亦
与

拙
管
同
也
。

　

第
四
握
管
。
謂
捻
拳
握
管
於
掌
中
、
懸
腕
以
肘
助
力
書
之
。
或
云
起
自

諸
葛
誕
、
倚
柱
書
時
、
雷
霹
柱
裂
、
書
亦
不
輟
。
当
用
壮
気
、
率
以
此
握

管
書
之
、
非
書
家
流
所
用
也
。
後
王
僧
虔
用
此
法
、
盖
以
異
於
人
故
、
非

本
為
也
。
近
有
張
従
申
郎
中
拙
然
而
為
、
実
為
世
笑
也
。

　

第
五
搦
管
。
謂
従
頭
指
至
小
指
、
以
管
於
第
一
、二
指
節
中
搦
之
、
亦

是
效
握
管
、
小
異
所
為
。
有
好
異
之
輩
、
竊
為
流
俗
書
図
幛
用
之
、
或
以

示
凡
浅
、
時
提
転
、
甚
為
怪
異
、
此
又
非
書
家
之
事
也
。

　

徐
公
曰
。「
執
筆
於
大
指
中
節
前
、
居
動
転
之
際
、
以
頭
指
斉
中
指
、

兼
助
為
力
、
指
自
然
実
、
掌
自
然
虚
。
雖
執
之
使
斉
、
必
須
用
之
自
在
。

今
人
皆
置
筆
当
節
、
碍
其
転
動
、
拳
指
塞
掌
、
絶
其
力
勢
。
况
執
之
愈
急
、

愈
滞
不
通
、
縦
用
之
規
矩
、
無
以
施
為
也
。」

　

又
曰
。「
夫
執
筆
在
乎
便
穏
、用
筆
在
乎
軽
健
、故
軽
則
須
沉
、便
則
須
渋
、

謂
蔵
鋒
也
。
不
渋
則
険
勁
之
状
無
由
而
生
也
、
太
流
則
便
成
浮
滑
、
浮
滑

則
是
為
俗
也
。
故
每
点
画
須
依
筆
法
、
然
始
称
書
、
乃
同
古
人
之
迹
、
所
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為
合
於
作
者
也
。」

　

又
曰
。「
夫
欲
書
先
当
想
、
看
所
書
一
紙
之
中
是
何
詞
句
、
言
語
多
少
、

及
紙
色
目
、
相
称
以
何
等
書
令
与
書
体
相
合
、
或
真
或
行
或
草
、
与
紙
相

当
。
然
意
在
筆
前
、
筆
居
心
後
、
皆
須
存
用
筆
法
、
想
有
難
書
之
字
、
預

於
心
中
布
置
、
然
後
下
筆
、
自
然
容
与
徘
徊
、
意
態
雄
逸
、
不
得
臨
時
無

法
、
任
筆
所
成
、
則
非
謂
能
解
也
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

全
文
に
拠
れ
ば
、「
執
筆
の
五
法
」が「
第
一
執
管
」「
第
二
扌族
管
」「
第
三
撮
管
」

「
第
四
握
管
」「
第
五
搦
管
」
を
指
す
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
時
代
が
下
り
、
江

戸
時
代
（
一
八
一
六
）
に
喜
多
村
筠
庭
（
信
節
）
が
書
い
た
『
嬉
遊
笑
覧vii
』 

に
、

『
桂
林
漫
録
』
か
ら
引
用
し
て
、「
空
海
は
書
を
韓
方
明
に
学
べ
り
」
と
い
う
記

述
が
あ
る
。　

筆
を
口
に
く
は
へ
、
或
は
頭
に
鉢
巻
し
て
そ
れ
に
筆
を
挟
み
な
ど
し
、
又

は
左
手
に
も
、
も
の
書
戯
あ
り
。『
著
聞
集
』
に
、「
弘
法
大
師
は
筆
を
口

に
く
は
へ
、
左
右
の
手
に
持
、
左
右
の
足
に
は
さ
み
て
、
一
同
に
真
草
の

字
を
か
ゝ
れ
け
り
。
さ
て
五
筆
和
尚
と
も
申
な
り
と
か
や
。
ふ
し
ぎ
な
る

こ
と
也
」
と
あ
れ
ど
、是
、書
法
の
論
に
あ
ら
ず
。『
桂
林
漫
録
』
に
、「
こ

れ
曲
筆
と
て
、
下
劣
な
る
者
の
戯
に
為
る
こ
と
也
。
按
に
、
書
法
正
伝
、

韓
方
明
が
執
筆
の
五
法
を
載
す
云
々
。
空
海
は
書
を
韓
方
明
に
学
べ
り
と

云
伝
れ
ば
、
此
執
筆
の
五
法
に
通
達
し
て
五
筆
の
名
を
得
し
な
る
べ
し
」

と
い
へ
り
。 

―
―
喜
多
村
信
節
著
『
嬉
遊
笑
覧
』（
二
）
岩
波
文
庫
版
巻
之
三
書
画

　

こ
の
一
文
は
、空
海
を「
五
筆
和
尚
」と
称
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の『
著
聞
集
』

と
『
桂
林
漫
録
』
を
比
較
し
た
考
証
で
あ
り
、『
著
聞
集
』
が
「
口
、
左
右
の
手
、

左
右
の
足
に
筆
を
加
え
、持
ち
、挟
む
」と
す
る
言
説
は
、「
書
法
の
論
に
あ
ら
ず
」

と
断
じ
る
。
そ
れ
ゆ
え
喜
多
村
は
「
口
、
頭
、
左
右
の
手
に
筆
を
銜
え
、
挟
み
、

持
つ
」
と
し
て
、｢
も
の
書かき
戯
た
わ
む
るあ
り｣

と
す
る
。
考
証
の
文
意
の
要
点
は
「
戯
」

【
図
１
】
日
本
の
絵
巻
『
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
』
中
央
公
論
社
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に
あ
ろ
う
。　

　

一
方
、『
弘
法
大
師
行
状

絵
詞
』（【
図
1
】【
図
2
】

参
照
）
に
「
五
筆
和
尚
」
の

絵
と
文
が
あ
り
、そ
れ
は『
著

聞
集
』
の
記
載
と
一
致
し
て

い
る
。

　

大
唐
の
宮
中
に
三
間
の
壁

あ
り
。
晋
右
軍
王
羲
之
筆
跡

を
と
ど
め
た
り
。
書
事
の
年

久
な
り
て
破
壊
し
た
り
け
れ

ば
、
二
間
を
修
理
せ
ら
り
き
。

筆
置
く
だ
に
人
な
か
り
け
る

を
、
唐
帝
日
本
の
和
尚
書
し

め
行
へ
き
よ
し
。
勅
あ
り
け

れ
ば
、
大
師
左
右
の
手
足
に

筆
を
と
り
御
口
云
々
。

　

こ
の
『
絵
詞
』
は
明
ら

か
に
「（
弘
法
）
大
師
左
右

の
手
足
に
筆
を
と
り
御
口

云
々
」
と
記
し
て
お
り
、
唐
の
皇
帝
の
命
令
で
壁
に
書
い
た
と
す
る
。
中
国
に

は
古
く
か
ら
「
壁
書
」
の
風
習
が
あ
り
、机
上
で
書
い
た
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、

五
本
の
筆
を
同
時
に
動
か
し
て
壁
に
書
い
た
と
い
う
の
は
疑
問
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
た
と
え
皇
帝
の
命
令
で
あ
ろ
う
と
、
明
ら
か
に
「
戯
」
の
行
為
に
思
わ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
喜
多
村
は
『
桂
林
漫
録
』
の
「
こ
れ
曲
筆
と
て
下

劣
な
る
者
の
戯
に
為
る
こ
と
也
。」
を
引
用
し
て
、｢

戯｣

の
行
為
と
見
な
す
の

で
あ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
「
五
筆
和
尚
」
の
由
来
を
、『
桂
林
漫
録
』
の
「
按
に
、
書
法
正
伝
、

韓
方
明
が
執
筆
の
五
法
を
載
す
云
々
。
空
海
は
書
を
韓
方
明
に
学
べ
り
と
云
伝

れ
ば
、
此
執
筆
の
五
法
に
通
達
し
て
五
筆
の
名
を
得
し
な
る
べ
し
」
か
ら
結
論

づ
け
る
の
は
、
果
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
執
筆
五
法
」、
す
な
わ
ち
五
種
類
の
執
筆
方
法
に
精
通
し
て
い
た
か
ら
「
五

筆
和
尚
」
と
命
名
さ
れ
た
と
い
う
言
説
は
、
た
と
え
「
戯
」
の
行
為
で
は
な
い

と
し
て
も
、
に
わ
か
に
信
じ
難
い
。
と
い
う
の
も
「
筆
法
」
に
精
通
し
て
い
た

の
で
は
な
く
、
五
通
り
の
「
把
筆
」
法
、
す
な
わ
ち
筆
管
の
持
ち
方
、
握
り
方

の
説
明
が
、「
韓
方
明
が
執
筆
の
五
法
」
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

五
、
江
戸
の
唐
様

　

東
京
国
立
博
物
館
『
唐
様
の
書
』
一
九
九
六
年
（
平
成
八
）
二
月
の
図
録
に
、

渡
来
し
た
禅
僧
や
唐
様
書
家
の
書
、「
黄
檗
法
系
略
図
」【
図
３
】、「
唐
様
書
家

【
図
２
】�
日
本
の
絵
巻
『
弘
法
大
師
行
状
絵

詞
』
中
央
公
論
社
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【
図
３
】

【
図
４
】
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系
図
」【
図
４
】
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
長
崎
は
、
中
国
文
化
、
主
に
同
時
代
の
清
朝
文
化
を
、
最
初
に
、

そ
し
て
最
新
に
受
容
で
き
る
地
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
人
と
物
が
集
ま
っ
た
。

そ
し
て
集
ま
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
と
物
が
、
長
崎
か
ら
日
本
国
内
各
地
へ

と
伝
播
し
た
。
す
な
わ
ち
集
積
地
で
あ
り
発
信
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
書
人

に
つ
い
て
は
、
隠
元
隆
琦
禅
師
な
ど
黄
檗
宗
の
高
僧
の
来
朝
者
と
、
長
崎
在
住

ま
た
は
市
河
米
庵
の
よ
う
な
訪
問
者
が
い
る
。
物
に
つ
い
て
は
、
特
に
漢
学
の

原
書
た
る
漢
籍
が
齎
さ
れ
、
漢
籍
以
外
に
も
集
帖
や
碑
法
帖
、
そ
し
て
書
画
が

た
く
さ
ん
舶
載
さ
れ
たviii
。

　

今
日
の
日
本
で
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
海
外
と
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
鎖
国
を
し
て
い
た
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
長
崎
が
唯
一
の
異
文
化
交
流

の
で
き
る
場
所
で
あ
り
、
海
か
ら
人
と
物
が
渡
っ
て
来
た
時
代
の
文
化
集
積
地

で
あ
っ
た
。
言
い
か
え
れ
ば
、
国
際
交
流
の
原
点
で
あ
り
、
日
本
人
が
公
的
に

海
外
の
人
々
と
文
化
交
流
を
し
た
出
発
地
と
も
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
現

代
の
国
際
文
化
交
流
を
考
え
る
時
に
持
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
視
座
で

あ
ろ
う
。

　

上
掲
【
図
４
】
は
「
唐
様
」
が
文
徴
明
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

文
徴
明
か
ら
数
え
て
四
番
目
、細
井
広
沢（
一
六
五
八
―

一
七
三
五
）の
著
書『
観

鵞
百
譚
』「
第
三 

文
衡
山
与
趙
公
抗
行
」
を
読
む
と
、
明
清
時
代
の
書
法
に
対

す
る
「
唐
様
」
書
家
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

知
慎
（
細
井
広
沢
）
云
う
。
明
の
末
、
清
の
初
、
衡
山
（
文
徴
明
）
の
風

盛
に
し
て
、
天
下
に
み
ち
み
ち
て
、
贋
筆
も
多
く
成
て
、
珍
し
げ
な
し
。

時
に
董
玄
宰
其
昌
の
風
、
大
に
行
は
れ
て
、
天
下
悉
く
是
に
趨はし
る
。
人
々

の
知
る
所
也
。
大
凡
古
今
の
事
、
正
邪
二
途
よ
り
外
は
な
し
。
た
と
ひ

正
道
に
て
も
、
久
し
け
れ
ば
、
飽
心
出
来
る
事
、
古
今
一
轍
な
り
。
詩

賦
、
筆
法
、
和
歌
道
の
、
自
然
と
移
り
か
は
る
に
て
も
、
見
え
た
り
。
近

年
は
、
長
嵜
へ
来
る
も
の
、
秀
才
も
、
商
客
も
、
皆
董
風
を
尊
び
、
文
風

を
非そし
る
ゆ
へ
に
、
正
邪
の
論
に
も
及
ば
ず
、
是
に
を
も
む
き
向
ふ
事
に
な

り
ぬ
。
そ
の
故
は
、
康
熙
帝
、
董
風
を
慕
ひ
お
は
し
ま
し
て
、
其
子
孫
を
、

官
に
し
給
ひ
け
る
と
か
や
。
さ
る
に
よ
り
て
、
天
下
皆
是
に
帰
す
。
雍
正

帝
、
今
わ
づ
か
に
登
御
三
年
な
る
に
、
は
や
董
風
う
す
く
成
た
る
歟か
と
お

も
は
る
。

―
汲
古
書
院
『
日
本
書
論
集
成
』
第
三
巻
一
一
―

一
二
頁

　

文
末
に
「
雍
正
帝
、
今
わ
づ
か
に
登
御
三
年
な
る
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

雍
正
三
年
＝
享
保
十
年
＝
一
七
二
五
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
観
鵞
百

譚
』
は
そ
の
翌
年
の
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
一
文
は
、
明
末
清
初
に
お
い
て
は
、
文
徴
明
の
書
風
が
風
靡
し
た
こ

と
、
そ
の
後
、
文
徴
明
の
書
風
で
は
な
く
董
其
昌
の
書
風
が
流
行
し
て
い
る
こ

と
、
そ
れ
は
康
熙
帝
の
影
響
で
あ
る
こ
と
、
雍
正
帝
の
治
世
に
な
る
と
董
風
が

衰
退
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
唐
様
」
の
源
流
が
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文
・
董
に
あ
る
こ
と
の
証
左
に
な
ろ
う
。

六
、
江
戸
時
代
碑
法
帖
の
伝
播

　

一
九
六
七
年
に
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
大
庭
脩
著

『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
は
、
江
戸
時
代
の
長
崎
に
ど
の

よ
う
な
書
籍
が
舶
載
さ
れ
た
か
の
研
究
書
で
あ
る
。
本
書
は
、
何
年
に
ど
の
よ

う
な
書
籍
、
す
な
わ
ち
漢
籍
や
法
帖
が
舶
載
さ
れ
た
か
を
、
長
崎
県
立
図
書
館

な
ど
に
収
蔵
さ
れ
る
資
料
に
基
づ
い
て
、
一
つ
一
つ
丹
念
に
調
べ
て
記
載
さ

れ
た
資
料
集
で
あ
る
。
こ
の
資
料
か
ら
伝
来
す
る
漢
籍
を
研
究
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
碑
法
帖
や
集
帖
に
つ
い
て
も
網
羅
し
て
い
る
。
本
書
に
よ
れ
ば
、

一
七
一
八
年
と
一
七
一
九
年
に
次
の
碑
法
帖
が
伝
来
し
た
こ
と
を
記
録
す
る
。

　

上
記
の
舶
載
さ
れ
た
碑
法
帖
は
、
書
法
文
化
受
容
の
実
態
を
捉
え
る
上
で
重

要
な
一
つ
の
証
左
に
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
《
古
法
帖
買
賣
目
錄
》
の

分
析
結
果
と
も
一
致
す
る
。

　

江
戸
時
代
中
期
の
宝
暦
年
間
（
一
七
五
五
年
）
に
、
京
都
の
書
肆
か
ら
発
刊

さ
れ
た
和
刻
本『
玄
抄
類
摘
』に
収
載
さ
れ
る《
古
法
帖
買
賣
目
錄
》は
、〈
唐
刻
〉

本
一
一
七
種
、〈
和
刻
〉
本
一
三
四
種
、
計
二
五
一
種
の
古
法
帖
を
収
め
て
お
り
、

〈
唐
刻
〉
本
一
一
七
種
は
、内
容
か
ら
【
集
帖
（
雑
帖
）】【
単
帖
（
専
帖
）】【
字

典
（
工
具
書
）】
の
三
類
に
分
け
ら
れ
る
。

　
【
集
帖
（
雑
帖
）】
十
二
種

漢
蔡
邕
郭
有
道
碑
八
分
書
一
帖
／
漢
魏
八
分
帖
一
帖
／
二
王
法
帖
（
羲
献
）
四

帖
／
王
献
之
法
帖
一
帖
／
正
続
書
譜
壱
冊
／
唐
褚
遂
良
法
帖
真
草
一
帖
／
唐
顏

真
卿
法
帖
艸
書
一
帖
／
唐
艸
聖
三
太
家
帖
（
懐
素
張
旭
李
白
）
一
帖
／
蘇
東
坡

集
帖
真
行
艸
一
帖
／
米
元
章
墨
妙
帙
入
四
帖
／
宋
蘇
米
法
帖
（
東
坡
米
芾
）
帙

入
五
帖
／
董
其
昌
墨
妙
真
行
草
帙
入
六
帖
／
星
鳳
楼
帖
（
自
漢
至
唐
名
家
書
）

十
二
帖

　
【
単
帖
（
専
帖
）】
一
〇
二
種

鍾
繇
（
２
）：
宣
示
帖
、
千
字
文 

／
王
羲
之
（
14
）：
蘭
亭
帖
、
黃
庭
経
、
東

方
朔
賛
、
黑
妙
帖
、
孝
経
、
弘
文
館
十
七
帖
、
行
書
十
七
帖
、
周
府
君
碑
、
天

朗
帖
、鵝
群
帖
、般
若
心
経
、筆
陳
図
、艸
訣
百
韻
歌
、東
西
銘
／
王
献
之
（
１
）：

墨刻淳化法帖

墨刻玉烟堂法帖  董其昌

墨刻真草千字文  趙子昂

墨刻白雪斎法帖  趙子昂

墨刻古千字文    姜立綱

墨刻六経図
周易尚書詩經春秋周礼礼記

虞世南廟堂碑

文徴明十四詠

趙文公浄土詩

智永二躰千字文

董其昌神道碑

王右軍黄庭経

王右軍遺教経

王右軍興福寺字碑

米元章百花詩

草書千字文

【
表
２
】�『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
一
七
一
八
・
一
七
一
九

掲
載
碑
法
帖



─ 69 ─

鵝
群
帖
／
智
永
（
１
）：
古
体
千
字
文
／
孫
過
庭
（
１
）：
正
続
書
譜
／
欧
陽
詢

（
４
）：
温
公
碑
、
十
首
法
帖
、
滕
王
閣
序
、
化
度
寺
碑
／
褚
遂
良
（
１
）：
蘭

亭
記
／
張
旭
（
１
）：
石
記
序
／
顏
真
卿
（
１
）：
神
道
碑
／
懐
素
（
３
）：
千

字
文
、
聖
母
章
、
客
舍
帖
／
李
邕
（
１
）：
雲
麾
将
軍
帖
／
柳
公
権
（
１
）：
玄

秘
塔
碑
／
蘇
東
坡
（
13
）：
赤
壁
賦
、
定
公
法
帖
、
天
際
帖
、
乳
母
帖
、
西
湖

詩
帖
、
帰
去
来
詩
帖
、
大
江
東
帖
、
醉
翁
亭
記
、
表
忠
観
碑
、
黃
庭
帖
、
満
庭

芳
帖
、
画
之
記
、
虎
丘
詩
／
米
芾
（
10
）：
継
錦
堂
法
帖
、
水
勢
帖
、
露
筋
之
碑
、

無
為
章
、
天
馬
賦
、
獅
子
賛
、
鳴
玉
館
法
帖
、
長
年
帖
、
虎
丘
詩
、
尺
牘
九
帖

／
趙
子
昂
（
15
）：
浣
花
帖
、
玄
武
殿
碑
、
香
雪
堂
法
帖
、
前
赤
壁
賦
、
天
馬
賦
、

艸
菴
詩
、
洛
神
賦
、
白
雪
斎
法
帖
、
海
棠
詩
、
行
書
千
字
文
、
蘭
亭
記
、
滕

王
閣
、
龍
口
厳
、
龍
奧
寺
碑
、
胡
笳
十
八
拍
／
姜
立
綱
（
１
）：
古
千
字
文
／

文
徵
明
（
５
）：
石
丈
帖
、
千
字
文
、
牛
門
朝
見
帖
、
詩
帖
、
言
懐
帖
／
祝
枝

山
（
３
）：
君
王
帖
、
草
决
百
韻
、
秋
興
八
首
／
王
穉
堂
（
４
）：
楷
書
千
字
文
、

瀟
相
八
景
帖
、
信
心
銘
、
□
詩
帖
／
董
其
昌
（
19
）：
詩
帖
、
十
七
帖
、
般
若

心
経
、
琵
琶
行
、
陰
符
経
、
晚
晴
賦
、
神
仙
篇
、
将
軍
帖
、
宝
鼎
歌
、
萃
林
帖
、

唐
絶
帖
、
画
錦
堂
記
、
龍
虎
帖
、
日
飲
帖
、
東
方
帖
、
家
訓
章
、
時
建
帖
、
洛

神
賦
、
連
環
歌
／
張
瑞
図
（
１
）：
法
帖

　
【
字
典
（
工
具
書
）】
三
種

艸
書
韻
会
（
自
漢
至
金
集
名
家
艸
書
）  

唐
版
舶
来
板
行  

二
冊

艸
韻
彙
編
（
自
漢
至
明
集
名
家
艸
書
）  

華
本
翻
刻  

全
廿
六
卷

草
彙
（
自
漢
至
明
諸
名
家
草
書
）  

広
集
摹
勒
ス  

三
嶌
筱
先
生
輯  

四
冊

　

上
記
を
整
理
す
る
と
、〈
唐
刻
〉
本
一
一
七
種
中
、【
単
帖
】
が
多
く
、
な
か

で
も
王
羲
之
十
四
種
、
蘇
東
坡
十
三
種
、
米
芾
十
種
、
趙
子
昂
十
五
種
、
董
其

昌
十
九
種
を
数
え
る
。【
集
帖
】
を
加
え
る
と
す
る
と
、
王
羲
之
十
五
種
、
蘇

東
坡
十
五
種
、
米
芾
十
二
種
、
趙
子
昂
十
五
種
、
董
其
昌
二
十
種
に
な
る
。
す

な
わ
ち
こ
の
五
家
が
最
も
受
容
の
あ
っ
た
書
家
と
言
え
る
。

　

言
い
か
え
れ
ば
、
江
戸
中
期
の
中
国
書
家
人
気
ベ
ス
ト
３
は
、
一
位
董
其
昌
、

二
位
王
羲
之
、
三
位
趙
子
昂
・
蘇
東
坡
に
な
る
。

七
、
明
治
時
代
の
書
論

　

明
治
維
新
か
ら
現
代
ま
で
の
「
書
道
」
に
対
す
る
考
え
方
（
書
論
お
よ
び
書

学
）
が
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
か
は
、
一
つ
に
は
現
代
日
本
の
書
道
の

芸
術
性
の
探
求
、
も
う
一
つ
に
は
書
道
の
本
質
論
、
す
な
わ
ち
形
而
上
学
的
理

解
に
お
い
て
、
決
し
て
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
視
点
で
あ
る
。
言
い
か

え
れ
ば
、
近
代
を
再
構
築
し
な
け
れ
ば
、
書
道
の
未
来
へ
の
発
展
性
や
方
向
性

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
書
道
の
み
な
ら

ず
、
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
、
文
学
、
美
術
、
芸
術
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
殊
に
書
道
の
領
域
に
お
い
て
は
、
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら

な
い
、
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
るix
。



─ 70 ─

　

明
治
維
新
か
ら
昭
和
六
〇
年
代
ま
で
の
百
年
間
の
研
究
に
お
い
て
は
、
す
で

に
先
人
に
優
れ
た
文
章
が
あ
るx
。
有
田
光
甫
氏
の
「
近
代
日
本
に
お
け
る
書
論

の
展
開
―
―
書
論
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
―
―
」（
以
下
、「
あ
ゆ
み
」
と
略
す
）

は
そ
の
う
ち
の
一
文
で
あ
ろ
う
。
有
田
氏
は
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、「
こ

う
し
た
（「
近
代
日
本
に
お
け
る
書
論
の
展
開
」
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の
）

研
究
文
献
が
何
一
つ
な
く
、全
く
未
開
拓
の
分
野
で
あ
る
」（「
あ
ゆ
み
」二
五
頁
）

と
述
べ
、「
あ
ゆ
み
」を
執
筆
さ
れ
た
一
九
六
八（
昭
和
四
三
）年
以
前
に
は
、「
近

代
日
本
に
お
け
る
書
論
」
に
対
す
る
研
究
が
、
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
後
現
在
ま
で
四
五
年
間
、
こ
の
状
態
は
依
然

と
し
て
同
様
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
有
田
氏
は
「
明
治
か
ら
現
代
に

い
た
る
ま
で
、
書
論
と
い
う
べ
き
も
の
に
、
三
つ
の
流
れ
が
あ
る
と
思
う
」
と

し
て
、「
東
洋
独
自
の
伝
統
的
書
論
」、「
西
欧
の
筆
跡
学
（
グ
ラ
フ
オ
ロ
ジ
ー
）」、

「
現
代
美
術
の
立
場
か
ら
見
た
、
造
形
理
論
と
し
て
の
書
論
」
の
三
つ
を
挙
げ
、

次
の
項
目
を
列
挙
す
る
。

　

１
、
東
洋
の
伝
統
的
書
論

　
　

○
書
法
論
・
技
術
論
を
中
心
に

　
　

○
金
石
学
・
文
字
学
を
中
心
に

　
　
　

碑
版
法
帖
の
鑑
識
と
考
証
、
書
体
論

　
　

○
芸
術
論
と
し
て

　
　
　

芸
術
批
評
を
中
心
に
（
品
等
論
と
比
喩
論
）

　
　
　

書
と
絵
画
を
め
ぐ
っ
て
（
書
画
一
致
論
・
気
韻
生
動
論
）

　

２
、
心
理
学
的
考
察

　
　

○
筆
跡
学
（
グ
ラ
フ
オ
ロ
ジ
ー
）
を
中
心
に

　
　

○
書
写
動
作
の
実
験
心
理
学
的
研
究

　
　

○
書
の
鑑
賞
心
理
に
つ
い
て

　

３
、
芸
術
論
的
考
察

　
　

○
美
学
芸
術
学
史
学
の
立
場
か
ら

　
　

○
現
代
美
術
思
潮
と
書
芸
術

　
「
１
、
東
洋
の
伝
統
的
書
論
」
に
つ
い
て
は
、
概
ね
上
記
の
よ
う
な
分
類
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
絞
れ
ば
、「
書
法
論
（
技
術
論
）」、「
鑑
識
と
考
証
」、

「
書
体
論
」、「
芸
術
論
（
品
等
論
／
比
喩
論
／
書
画
一
致
論
）」
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

現
代
で
は
、「
書
法
論
（
技
術
論
）」、「
書
体
論
」
に
関
す
る
研
究
が
圧
倒
的
に

多
く
、「
鑑
識
と
考
証
」
や
「
芸
術
論
」
は
非
常
に
少
な
い
。
ま
た
新
た
な
分

野
と
し
て
「
簡
牘
」
や
「
新
出
土
文
字
」
の
研
究
が
盛
ん
で
は
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
「
書
法
論
（
技
術
論
）」、「
書
体
論
」
と
し
て
の
研
究
に
他
な
ら
な
い
。

　
「
２
、
心
理
学
的
考
察
」
に
つ
い
て
は
、
現
代
は
ほ
と
ん
ど
進
展
し
て
い
な
い
。

こ
の
分
野
の
研
究
は
、
従
前
の
方
が
盛
ん
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

　
「
３
、
芸
術
的
論
考
」
は
、「
２
」
に
比
べ
れ
ば
多
少
研
究
が
進
ん
で
い
る
も
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の
の
、「
１
」
の
研
究
ほ
ど
に
進
展
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
西
洋
の
美
学
芸
術

学
を
研
究
す
る
者
と
、
東
洋
の
伝
統
的
書
論
を
研
究
す
る
者
と
が
乖
離
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

ま
た
「
日
本
の
書
論
は
、
一
般
に
教
育
的
技
法
的
な
内
容
が
多
く
、
書
芸
術

と
し
て
の
本
質
を
論
じ
て
い
る
性
格
に
乏
し
い
。」（「
あ
ゆ
み
」
二
五
頁
）
と

い
う
よ
う
な
歴
史
的
要
因
が
あ
る
た
め
、
現
代
に
お
い
て
「
日
本
の
書
論
」
自

体
を
研
究
す
る
方
法
論
が
見
つ
か
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
日
本
書
道
史
の
研
究
者

に
は
、
中
国
の
書
論
や
西
欧
の
美
学
芸
術
学
論
の
研
究
成
果
を
取
り
込
も
う
す

る
者
が
多
く
な
く
、
日
本
は
日
本
、
中
国
は
中
国
、
西
欧
は
西
欧
と
い
う
ふ
う

に
、
バ
ラ
バ
ラ
に
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

有
田
氏
は
、先
ず
次
の
よ
う
に
明
治
の
書
壇
（
書
道
界
）
に
つ
い
て
概
括
す
る
。

　

明
治
書
壇
は
、
い
わ
ば
江
戸
末
期
の
延
長
で
あ
っ
た
。
貫
名
海
屋

（
一
七
七
八
―

一
八
六
三
）
の
ご
と
き
、
古
典
主
義
に
立
脚
し
て
自
分
で
碑

版
を
あ
さ
り
日
本
の
名
跡
を
臨
模
し
よ
う
と
し
た
学
書
者
は
別
と
し
て
、

市
河
米
庵
（
一
七
七
九
―

一
八
五
八
）、
巻
菱
湖
（
一
七
七
七
―

一
八
四
三
）、

小
島
成
斎
（
一
七
六
九
―

一
八
六
二
）
の
三
つ
の
流
派
は
、
中
国
の
明
時

代
の
影
響
を
う
け
た
帖
学
派
の
亜
流
と
も
い
う
べ
き
唐
様
の
、
実
用
的

書
風
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
師
法
伝
授
と
い
う
学
書
の
形
式
で
、

も
っ
ぱ
ら
書
道
塾
を
中
心
に
習
字
を
教
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
寺
子
屋

的
な
庶
民
教
育
と
し
て
の
文
字
教
育
が
、
そ
の
な
か
で
な
さ
れ
て
は
い
た

が
、
た
だ
書
の
技
法
論
が
中
心
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

―
―
「
あ
ゆ
み
」
二
六
頁

　

こ
の
一
文
は
、
現
代
日
本
の
書
壇
の
状
況
と
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
現
代
の
日
本
の
書
壇
の

流
派
は
、
中
国
の
明
清
時
代
の
行
草
書
か
、
戦
国
時
代
の
金
文
・
簡
牘
な
ど

を
、
日
本
的
に
造
形
処
理
し
た
戦
後
の
書
人
の
亜
流
と
も
い
う
べ
き
漢
字
書
道

の
、
非
実
用
的
書
風
の
強
い
も
の
で
あ
り
、
師
法
伝
授
と
い
う
学
書
の
形
式
で
、

も
っ
ぱ
ら
書
道
塾
を
中
心
に
制
作
を
教
え
て
い
る
。
大
学
等
の
高
等
教
育
と
し

て
の
文
字
教
育
が
、
そ
の
な
か
で
な
さ
れ
て
は
い
る
が
、
た
だ
書
の
技
法
論
が

中
心
で
あ
る
」
と
読
み
替
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
稿
者
が
傍
線
を

施
し
た
「
非
実
用
的
書
風
」
の
「
制
作
」
は
、全
く
現
実
か
ら
遊
離
し
て
し
ま
っ

た
最
大
の
要
因
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
何
故
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
似
た
よ
う
な
状
況
が
、
明
治
と
現
代
に
お
い

て
出
現
す
る
の
か
。
そ
の
最
た
る
原
因
は
、「
日
本
の
書
論
」
が
蓄
積
さ
れ
ず
、

継
承
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
ば
、
言
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

　

江
戸
末
期
の
伝
統
は
、
こ
の
よ
う
に
書
法
論
が
あ
っ
て
も
、
書
芸
術
と

し
て
の
本
質
を
論
じ
る
こ
と
の
で
き
る
思
想
的
背
景
を
、
明
治
書
壇
に
受

け
つ
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
宋
時
代
と
の
交
流
の
あ
っ
た
足

利
時
代
以
後
の
日
本
の
書
道
の
正
統
派
の
宿
命
か
も
知
れ
な
い
。
茶
道
や

能
楽
、
画
論
、
俳
論
に
比
べ
て
、
日
本
の
書
論
は
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
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か
ら
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
「
あ
ゆ
み
」
二
六
頁

　

す
な
わ
ち
明
治
以
前
、
す
で
に
室
町
時
代
か
ら
「
日
本
の
書
論
」
の
蓄
積
も

継
承
も
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
、
そ
の
宿
命
的
根
拠
が
あ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
現
代
以
降
も
歴
史
が
繰
り
返
さ
れ
る
だ
け
で
、
将
来
的

に
「
日
本
の
書
論
」
の
蓄
積
と
継
承
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
危
惧
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
う
す
る
と
、
未
来
永
劫
、「
日
本
の
書
論
」
が
樹
立
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
る
。
如
何
に
す
れ
ば
そ
れ
を
可
能
に
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
「
日
本
の
書
論
」
不
在
の
状
況
の
明
治
初
期
に
、
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
の
が
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）、
楊
守
敬
（
一
八
三
九
―

一
九
一
五
）
の
来
朝
で
あ
る
。
一
般
に
、
彼
が
携
行
し
た
中
国
の
碑
版
法
帖
に

よ
っ
て
、
清
朝
の
「
碑
学
派
」
が
日
本
へ
伝
播
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
ま
で
の
在
日
中
の
五
年
間
に
、
巌
谷
一
六

（
一
八
三
四
―

一
九
〇
五
）、
日
下
部
鳴
鶴
（
一
八
三
八
―

一
九
二
二
）、
松
田
雪

柯
（
一
八
一
九
―

一
八
八
一
）
ら
が
師
事
し
て
、
は
じ
め
て
「
北
派
の
書
論
」

が
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、本
当
に
「
北
派
の
書
論
」
が
日
本
に
伝
わ
っ

た
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
有
田
氏
は
い
う
。

　

鳴
鶴
は
、
明
治
書
壇
の
指
導
的
地
位
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
が
、
碑
学

派
の
理
論
や
書
風
を
理
解
し
て
と
り
入
れ
る
よ
り
も
、
碑
版
中
心
主
義
、

真
跡
臨
書
中
心
主
義
で
あ
っ
た
貫
名
海
屋
の
学
書
の
方
法
を
受
け
つ
ぎ
、

楊
守
敬
の
来
朝
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
碑
版
法
帖
に
ま
ず
関
心
と
注
目

を
集
中
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
貫
名
海
屋
の
伝
統
を
つ
い
だ
古
典
主
義

の
立
場
と
い
え
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
「
あ
ゆ
み
」
二
七
頁

　

こ
れ
は
、
楊
守
敬
の
将
来
し
た
碑
版
法
帖
を
、
鳴
鶴
が
ど
の
よ
う
に
受
容
し

た
か
を
指
摘
す
る
一
文
だ
が
、「
碑
学
派
の
理
論
や
書
風
を
理
解
し
て
と
り
入

れ
る
よ
り
も
」
ど
う
し
た
か
に
つ
い
て
、
次
の
一
文
が
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

碑
学
派
の
理
論
よ
り
も
、
六
朝
派
の
書
法
、
用
筆
法
を
技
術
と
し
て
、

楊
守
敬
か
ら
無
批
判
的
に
学
び
、
さ
ら
に
弟
子
に
伝
え
る
と
い
う
師
法
伝

授
の
形
式
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
門
人
井
原
雲
涯
著
『
鳴

鶴
先
生
叢
話
』（
大
正
十
四
年
、
昭
文
堂
）
を
読
ん
で
み
て
も
、
そ
れ
を

深
く
感
じ
る
。
鳴
鶴
は
、「
唐
派
の
書
は
斉
整
あ
ま
り
あ
っ
て
力
が
足
り
ぬ
。

俗
気
が
で
て
き
た
。
こ
れ
を
療
治
す
る
に
は
気
骨
積
々
、
力
強
く
韻
の
高

い
六
朝
書
を
加
え
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
っ
て
い
る
。
二
王
を
中
心
と
す
る

法
帖
主
義
の
否
定
で
は
な
く
て
、
用
筆
を
六
朝
に
と
り
、
形
体
を
晋
唐
に

と
る
折
衷
主
義
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
「
あ
ゆ
み
」
二
七
頁

　

簡
単
に
言
え
ば
、
鳴
鶴
は
「
碑
学
派
」
の
理
論
を
採
用
せ
ず
、
専
ら
そ
の
技

法
の
み
を
修
得
し
、
そ
れ
を
門
弟
に
伝
授
し
た
こ
と
に
な
る
。
稿
者
は
こ
の
一

文
の
是
非
を
判
断
し
か
ね
る
が
、
も
し
こ
れ
が
事
実
だ
と
す
る
と
、
当
時
の
中

国
文
化
ま
た
は
書
道
文
化
か
ら
得
た
も
の
は
、
単
な
る
書
法
（
用
筆
法
）
に
過

ぎ
ず
、
な
ん
ら
文
化
の
真
髄
を
得
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
明
治

期
の
大
改
革
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
楊
守
敬
の
来
日
は
、
単
に
「
回
腕
法
」
の
受
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容
の
み
で
、
精
神
的
、
思
想
的
な
も
の
は
何
も
受
容
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
一
九
世
紀
の
は
じ
め
中
国
に
起
っ
た
書
芸
術
の
大
変
革
、

碑
学
派
の
理
論
も
、
日
本
に
移
入
さ
れ
る
と
、
学
問
と
書
法
は
分
離
し
て
、

書
の
理
論
と
い
う
よ
り
も
技
法
論
、
書
法
論
と
し
て
引
継
が
れ
た
。
碑
版

法
帖
も
書
家
に
と
っ
て
は
学
問
と
は
な
ら
ず
単
な
る
書
道
の
手
本
と
し
て
、

書
道
界
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。―

―
「
あ
ゆ
み
」
二
七
頁

　
「
学
問
と
書
法
の
分
離
」
が
、
明
治
期
お
い
て
楊
守
敬
の
将
来
し
た
碑
版
法

帖
に
よ
っ
て
起
っ
た
と
は
、
何
た
る
皮
肉
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
で
は
、
全
く
近

代
的
な
、
思
想
的
な
展
開
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
等
し
い
。
こ
の
体
制
が

何
ら
反
省
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
無
自
覚
に
そ
の
ま
ま
大
正
、
昭
和
、
戦
後
、
そ

し
て
現
代
へ
と
引
継
が
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。
確
か
に
康
有
為
の

『
広
芸
舟
双
楫
』を
中
村
不
折
と
井
上
霊
山
が
翻
訳
し
、『
六
朝
書
道
論
』（
附
録
・

六
名
家
書
談
：
中
林
梧
竹
・
中
根
半
嶺
・
日
下
部
鳴
鶴
・
前
田
黙
鳳
・
内
藤
湖

南
・
犬
養
木
堂
）
と
し
て
二
松
堂
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
大
正
三

年
（
一
九
一
五
）
の
こ
と
で
あ
っ
て
明
治
期
で
は
な
い
。

　

こ
れ
も
思
想
的
、
歴
史
的
な
背
景
は
深
く
考
え
ら
れ
ず
に
、
大
正
初
期

の
六
朝
風
の
書
風
の
盛
と
な
っ
た
、
そ
の
影
響
か
ら
書
家
の
必
読
書
に

な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
真
髄
に
つ
い
て
は
理
解
さ
れ
が
た
か
っ
た
。

―
―
「
あ
ゆ
み
」
二
八
頁

　

こ
の
名
著
で
さ
え
、「
思
想
的
、
歴
史
的
」
な
背
景
を
深
く
考
え
ず
、「
真
髄
」

を
汲
み
取
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、「
明
治
時
代
の
書
論
」
の
基
調
で
あ
り
、

主
流
で
あ
る
、
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
洋
画
家
の
中
村
不
折
、
俳
人
の
河
東
碧

梧
桐
、
清
朝
に
渡
っ
た
中
林
梧
竹
、
漢
学
者
の
内
藤
湖
南
ら
の
方
が
、
真
剣
に

中
国
書
論
の
「
真
髄
」
を
追
い
か
け
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
彼
ら
は
残
念

な
が
ら
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
書
道
界
の
非
主
流
で
あ
っ
た
。
書
論
ま
た
は
思
想
面

か
ら
見
れ
ば
、
彼
ら
こ
そ
主
流
と
も
言
え
る
存
在
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

で
あ
る
。

　

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
の
『
東
洋
学
芸
雑
誌xi
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
書
は

美
術
な
ら
ず
」
を
め
ぐ
る
、
小
山
正
太
郎
（
当
時
二
五
歳
）
と
岡
倉
天
心
（
当

時
二
〇
歳
）
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
論
考
が
あ
るxii
。「
あ
ゆ
み
」

が
要
約
し
た
論
旨
に
よ
れ
ば
、
小
山
正
太
郎
の
見
解
は
次
の
四
点
で
あ
るxiii
。

①
世
上
に
は
書
を
美
術
と
す
る
説
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
ど
れ
も
信
用
で
き

な
い
。
た
と
え
ば
、
書
は
西
洋
の
横
文
字
と
ち
が
う
と
い
っ
て
い
る
が
、

書
は
も
と
も
と
言
葉
の
符
号
で
、
意
味
を
通
じ
る
の
が
趣
旨
で
あ
る
。
誤

り
な
く
意
味
が
通
じ
る
な
ら
ば
、
書
の
職
分
は
そ
れ
で
終
り
、
そ
の
点
西

洋
の
横
書
も
東
洋
の
書
も
趣
旨
職
分
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
書
は
人
々

に
愛
玩
さ
れ
る
か
ら
美
術
だ
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
日
本
人
が
書
を
愛
玩

す
る
の
も
、
実
は
書
だ
け
を
愛
玩
す
る
の
で
は
な
く
、
語
句
が
よ
い
か
ら

と
か
、
書
い
た
人
が
偉
い
か
ら
と
か
、
他
人
の
人
々
が
よ
い
と
い
う
か
ら
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と
か
、
手
本
に
な
る
か
ら
と
か
、
い
ろ
ん
な
別
の
理
由
の
ほ
う
が
多
い
。

さ
ら
に
書
は
人
心
を
感
動
さ
せ
る
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
い
か
に
う
ま
い

書
で
も
普
通
の
誤
り
を
記
し
た
の
で
は
、
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
ず
い
書
で
も
、
名
文
句
を
記
せ
ば
感
動
が
あ
る
に
き
ま
っ
て
い
る
。

②
書
は
美
術
と
な
す
べ
き
部
分
を
有
し
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
書
は
言

葉
の
符
号
を
記
す
る
術
な
の
だ
か
ら
、
図
画
の
よ
う
に
濃
淡
を
つ
け
て
い

な
い
し
、
彫
刻
の
よ
う
に
凸
凹
を
つ
く
ら
な
い
。
要
す
る
に
色
の
瞑
想
な

ど
を
考
え
て
人
目
を
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
す
る
術
で
は
な
い
の
で
、
お
ま

け
に
そ
の
形
も
絵
画
な
ど
の
よ
う
に
、
各
人
各
自
の
才
力
に
よ
っ
て
作
り

だ
す
も
の
で
は
な
い
。
書
が
も
し
美
術
な
ら
泥
工
が
泥
を
ぬ
る
の
も
美
術

だ
し
、
ち
ょ
う
ち
ん
屋
が
紋
形
を
か
く
の
も
美
術
で
あ
る
。

③
書
は
美
術
の
作
用
を
な
さ
ぬ
。
美
術
に
は
風
教
を
助
け
、
あ
る
い
は
言
語

の
お
よ
ば
ざ
る
と
こ
ろ
を
補
う
作
用
が
あ
る
が
、
書
に
は
こ
の
作
用
が
求

め
ら
れ
ぬ
。
た
と
え
ば
、「
泉
下
慈
親
の
相
貌
を
座
客
に
お
い
て
敬
慕
の

情
を
保
続
せ
し
め
、
臥
し
て
海
外
万
里
の
名
山
勝
に
浸
透
せ
し
め
る
」
の

は
絵
画
で
な
け
れ
ば
で
き
ず
、
ま
た
「
古
今
の
風
俗
を
一
日
間
に
歴
観
せ

し
め
、
各
地
の
風
景
を
一
室
内
に
集
覧
せ
し
め
、
滄
溟
深
淵
の
沃
魚
毒
虫
、

深
山
幽
谷
の
猛
獣
快
禽
を
眼
前
に
お
い
て
徐
ろ
に
観
察
せ
し
め
」
る
よ
う

な
こ
と
も
、
書
で
は
不
可
能
で
あ
る
。

④
書
は
美
術
と
し
て
奨
励
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
た
と
え
ば
、
書
は
海

外
に
輸
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
工
芸
を
進
歩
さ
せ
る
基
礎
と
な
っ

て
百
般
の
事
業
を
振
起
す
る
役
に
も
た
た
な
い
。
美
術
と
ち
が
っ
て
無
用

の
も
の
で
あ
る
。

　

①
は
、「
世
上
に
は
書
を
美
術
と
す
る
説
が
信
用
で
き
な
い
」
が
論
点
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
天
心
は
、
書
と
い
う
も
の
は
、「
勉
メ
テ
前
後
ノ
体
勢
ヲ
考
ヘ
、

各
自
ノ
結
構
ヲ
鑑
ミ
、錬
磨
考
究
シ
テ
美
術
ノ
域
ニ
達
ス
ル
」も
の
で
あ
り
、「
東

洋
開
化
ハ
西
洋
開
化
ト
全
ク
異
ナ
」
る
も
の
で
あ
り
、
東
洋
の
文
化
に
は
東
洋

独
自
の
価
値
が
あ
る
こ
と
を
認
め
よ
と
反
論
し
たxiv
。
思
う
に
、
そ
も
そ
も
小
山

の
見
解
は
、「
書
は
も
と
も
と
言
葉
の
符
号
で
、
意
味
を
通
じ
る
の
が
趣
旨
で

あ
る
」
と
し
て
、「
書
」
と
「
文
字
」
と
「
言
葉
」
を
混
同
し
て
お
り
、「
言
葉

の
符
号
」
で
あ
る
の
は
「
文
字
」
で
あ
っ
て
「
書
」
で
は
な
い
。「
書
」
と
「
文

字
」
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、「
意
味
を
通
じ
る
」
の
は
「
文
字
」
の
職

分
で
あ
り
、「
書
」
の
職
分
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。

　

②
は
、「
書
は
美
術
と
な
す
べ
き
部
分
を
有
し
て
い
な
い
」
が
論
点
で
あ
る
。

「
図
画
の
濃
淡
」
で
あ
る
陰
影
ま
た
は
遠
近
感
と
、「
彫
刻
の
凸
凹
」
で
あ
る
立

体
感
が
無
い
か
ら
美
術
で
は
な
い
と
す
る
見
解
は
、
別
の
ジ
ャ
ン
ル
に
あ
る
要

素
が
な
い
か
ら
、
書
に
美
術
の
要
素
が
な
い
と
い
う
論
法
で
あ
り
、
非
常
に
無

理
が
あ
る
。
書
に
ど
の
よ
う
な
要
素（
た
と
え
ば
点
画
・
結
構
・
章
法
の
強
弱
・

軽
重
・
剛
柔
と
い
っ
た
審
美
や
節
奏
・
調
和
な
ど
）
が
あ
る
か
ど
う
か
を
考
え

な
け
れ
ば
、
美
術
で
あ
る
か
ど
う
か
を
論
じ
ら
れ
ま
い
。



─ 75 ─

　

③
は
、「
書
は
美
術
の
作
用
を
な
さ
ぬ
」
が
論
点
で
あ
る
。
絵
画
や
彫
刻
の

よ
う
な
「
作
用
」
が
書
に
な
い
か
ら
、
書
は
美
術
で
な
い
と
言
っ
て
い
る
だ
け

で
あ
り
、
美
術
の
原
理
を
考
え
ず
、
そ
の
「
作
用
」
だ
け
を
論
じ
る
こ
と
自
体

不
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

④
は
、「
書
は
美
術
と
ち
が
っ
て
無
用
の
も
の
で
あ
る
」
が
論
点
で
あ
る
。

た
だ
こ
の
点
を
言
い
た
い
だ
け
で
、
全
く
根
拠
が
無
い
。
天
心
は
「
余
読
テ
此

ニ
至
リ
慄
然
ト
シ
テ
言
フ
ニ
堪
ヘ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
嗚
呼
西
洋
開
化
ハ
利
慾
ノ

開
化
ナ
リ
。
利
慾
ノ
開
化
ハ
道
徳
ノ
心
ヲ
損
ジ
、
風
雅
ノ
情
ヲ
破
リ
人
身
ヲ
シ

テ
唯
タ
一
箇
ノ
射
利
器
械
タ
ラ
シ
ム
」
と
い
い
、「
美
術
ヲ
論
ス
ル
ニ
金
銭
ノ

得
失
ヲ
以
テ
セ
ハ
大
ニ
其
方
向
ヲ
誤
リ
、
品
位
ヲ
卑
ク
シ
美
術
ノ
美
術
タ
ル
所

以
ヲ
失
ハ
シ
ム
ル
者
ナ
リ
。
豈
戒
メ
サ
ル
ヘ
ケ
ン
ヤ
。」
と
喝
破
し
て
い
る
。

　

小
山
に
対
す
る
反
証
に
お
い
て
、
天
心
は
「
書
画
一
致
」
と
い
う
東
洋
の
伝

統
的
な
立
場
か
ら
論
じ
て
い
る
こ
と
が
解
る
が
、
し
か
し
こ
の
立
場
を
裏
切
る

の
は
、
天
心
自
身
で
あ
るxv
。

　

岡
倉
天
心
の
駁
論
は
小
山
正
太
郎
の
論
を
打
ち
負
か
し
た
よ
う
で
あ
る

が
、
書
が
西
欧
写
実
主
義
の
絵
画
理
論
に
対
抗
で
き
る
、
書
独
自
の
芸
術

論
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
洋
画
壇
は

も
ち
ろ
ん
、
日
本
画
の
流
れ
も
書
画
は
ま
す
ま
す
離
れ
て
、
書
画
一
致
的

な
描
写
法
を
く
ず
し
、
自
然
主
義
描
写
に
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
明
治
以
降
、
西
洋
美
術
の
影
響
が
、
東
洋
書
画
一
致
論

を
否
定
し
て
、
書
画
分
離
と
い
う
、
逆
な
立
場
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

―
―
「
あ
ゆ
み
」
二
八
頁

　

こ
の
一
文
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か
を
、
す
な
わ
ち
「
書
画
一
致
」

か
ら
「
書
画
分
離
」
へ
と
流
れ
て
行
っ
た
か
を
、
詳
細
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る

が
、
有
田
氏
も
「
当
時
の
書
家
や
書
道
界
は
、
こ
れ
に
対
し
て
何
の
反
論
も
し

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
資
料
不
足
で
断
定
で
き
ぬ
と
し
て
も
」
と
前
置
き
し

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 

当
時
は
、
詩
書
画
一
致
の
文
人
派
の
書
家
も
多
く
論
客
も
多
か
っ
た
筈

で
あ
る
が
、
大
人
気
な
い
と
反
論
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
の

理
由
と
し
て
、
明
治
時
代
の
西
欧
文
化
、
そ
れ
は
ま
だ
大
衆
の
も
の
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
大
正
時
代
に
比
し
て
、
日
常
生
活
は
毛
筆
を
否
定

す
る
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
な
い
。
社
会
通
念
と
し
て
、
毛
筆
に
よ
る
芸
術

書
、
実
用
書
の
意
識
は
な
く
未
分
化
に
お
か
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
も

い
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
「
あ
ゆ
み
」
二
八
頁

　

要
す
る
に
、
西
欧
の
写
実
主
義
絵
画
理
論
と
の
対
立
に
よ
っ
て
、
東
洋
伝
統

の
書
と
画
と
が
分
離
し
た
こ
と
に
な
る
が
、「
書
は
美
術
な
ら
ず
」
の
論
争
が
、

書
道
界
と
は
無
縁
の
芸
術
理
論
の
展
開
で
あ
っ
た
た
め
、
書
論
へ
は
何
ら
影
響

を
与
え
ら
れ
ず
、
そ
れ
自
体
の
覚
醒
も
反
省
も
成
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
小
山
の
指
摘
を
現
代
に
向
け
た
場
合
、
ど
れ
だ
け
反
駁
で
き
る
で
あ

ろ
う
か
。
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矢
代
幸
雄
氏
が
、
中
国
の
文
人
派
の
本
質
を
よ
く
把
握
し
て
い
る
と
し
て
、

有
田
氏
は
次
の
文
章
を
引
用
す
る
。

　

文
学
、
書
、
画
を
通
じ
て
蘇
東
坡
の
芸
術
観
を
綜
合
す
る
と
、
彼
の
本

質
は
ど
こ
ま
で
も
文
学
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
文
学
的
本
質
を
も
っ
て
、
彼

は
書
画
に
も
押
し
通
し
た
。
宋
代
は
ま
さ
に
そ
う
い
う
時
代
意
欲
の
隆
盛

し
た
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
は
一
世
を
卒
い
て
新
し
い
芸
術
を
開
き
、

近
代
を
出
発
さ
せ
る
最
も
有
力
な
原
動
力
と
な
っ
た
。

―
―
「
蘇
東
坡
の
文
学
思
想
」：
雑
誌
『
美
学
』
一
巻
三
号

　

そ
し
て
「
詩
文
の
本
質
を
も
っ
て
、
書
画
を
視
覚
化
し
、
造
形
化
す
る
の
が
、

文
人
派
の
特
色
で
は
な
い
か
」（「
あ
ゆ
み
」
28
頁
）
と
述
べ
る
。
確
か
に
、
中

国
の
文
人
の
本
質
は
「
詩
」
に
あ
る
。
殊
に
宋
代
か
ら
明
代
に
か
け
て
の
蘇
軾
、

黄
庭
堅
、
趙
孟
頫
、
董
其
昌
ら
は
、「
詩
書
画
」
を
善
く
す
る
学
者
で
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
有
田
氏
は
、
西
川
寧
の
「
字
を
書
こ
う
と
せ
ず
、
文
を
記
そ
う
と
す

るxvi
」
と
い
う
言
葉
は
、
中
国
書
芸
術
の
本
質
と
し
て
把
え
た
発
想
で
あ
る
と
し
、

続
け
て
「
宋
代
の
書
芸
術
の
特
色
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
の
文
人
派
の

本
質
と
な
っ
て
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
へ
と
、
詩
書
画
一
致
の
思
想
と
と
も
に

伝
わ
っ
て
き
た
。」（「
あ
ゆ
み
」
二
九
頁
）
と
指
摘
す
る
。
そ
う
す
る
と
「
詩

書
画
一
致
の
思
想
」
は
、
明
治
期
に
変
質
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
文
学
者
、
史
学
者
、
書
家
、
篆
刻
家
（
印
人
）、
政
治
家
な
ど

当
時
の
日
本
の
知
識
階
級
が
、
清
国
と
の
文
化
交
流
を
盛
ん
に
す
る
つ
れ
、

再
び
文
人
派
の
書
に
す
ぐ
れ
た
も
の
を
生
ま
し
め
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

当
時
は
、
書
家
を
専
門
と
す
る
長
三
洲
、
巌
谷
一
六
、
日
下
部
鳴
鶴
ら
も
、

詩
人
と
し
て
、
学
者
と
し
て
十
分
な
力
量
を
具
え
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
ら

文
人
派
の
人
々
と
と
も
に
、さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
「
書
画
会
」
や
「
詩
会
」

に
参
加
し
て
、
万
丈
の
気
焔
を
は
い
て
い
る
。
し
か
し
、
書
家
が
専
門
化

す
る
に
従
っ
て
、
書
法
伝
授
が
中
心
に
な
り
、
家
元
制
度
的
な
師
法
伝
授

形
式
が
書
道
界
に
み
な
ぎ
り
、
文
人
派
と
単
な
る
職
業
的
書
家
と
の
断
層

に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。　
　
　
　

―
―
「
あ
ゆ
み
」
二
九
頁

　
「
詩
書
画
一
致
の
思
想
」
は
、「
師
法
伝
授
」
形
式
の
「
職
業
的
書
家
」
の
増

加
と
と
も
に
、「
文
人
派
」
の
み
に
継
承
さ
れ
、「
詩
」
と
「
書
」
と
が
分
離

し
、「
職
業
的
書
家
」
は
「
書
」
の
み
を
専
門
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
分
離
、
変
質
が
明
治
期
に
起
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
現
代
ま

で
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
有
田
氏
は
「
明
治
時
代
か
ら
大

正
時
代
、
昭
和
に
か
け
て
、
文
人
派
の
書
は
、
明
治
に
生
き
た
学
者
、
文
学
者

に
の
み
、
そ
の
伝
統
が
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
」（「
あ
ゆ
み
」
二
九
頁
）
と
述

べ
、
次
の
十
一
名
を
挙
げ
る
。（
生
年
順
に
並
べ
替
え
、
本
名
、
字
、
号
、
著
書
、

文
章
名
な
ど
を
付
す
。）

副
島
蒼
海（
一
八
二
八
―

一
九
〇
五
）佐
賀
藩
士
・
官
僚
・
政
治
家
。名
は
種
臣
。

犬�
養
木
堂
（
一
八
五
五
―

一
九
三
二
）
政
治
家
。
第
29
代
内
閣
総
理
大
臣
。

名
は
毅
。
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長�

尾
雨
山
（
一
八
六
四
―

一
九
四
二
）
文
人
。
名
は
甲
。
字
は
子
生
。『
中
国

書
画
話
』。

内�

藤
湖
南
（
一
八
六
六
―

一
九
三
四
）
東
洋
史
学
者
。
名
は
虎
次
郎
。『
支
那

書
画
の
変
遷
』。

夏�

目
漱
石
（
一
八
六
七
―

一
九
一
六
）
小
説
家
・
評
論
家
・
英
文
学
者
。
名

は
金
之
助
。

正
岡
子
規
（
一
八
六
七
―

一
九
〇
二
）、
俳
人
・
歌
人
。
名
は
常
規
。

狩�

野
君
山
（
一
八
六
八
―

一
九
四
七
）
学
者
。
名
は
直
喜
。
字
は
子
温
。『
魏

晋
学
術
考
』。

西
田
幾
太
郎
（
一
八
七
〇
―

一
九
四
五
）
哲
学
者
。「
書
の
美
」。

會�

津
八
一
（
一
八
八
一
―

一
九
五
六
）
歌
人
・
美
術
史
家
。
号
は
秋
艸
道
人
・

渾
斎
。『
會
津
八
一
書
論
集
』。

高
村
光
太
郎
（
一
八
八
三
―

一
九
五
六
）
芸
術
家
・
詩
人
。「
書
に
つ
い
て
」

武
者
小
路
実
篤
（
一
八
八
五
―

一
九
七
六
）
小
説
家
。
文
化
勲
章
受
章
者
。

上
記
の
「
文
人
派
」
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
研
究
を
よ
り
一
層
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
ら
こ
そ
が
、
真
の
「
書
論
」
を
求
め
、
書
の
本

質
を
考
え
た
人
々
だ
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
明
治
時
代
の
書
道
に
対
す
る
考
え

方
は
、「
明
治
に
生
き
た
学
者
・
文
学
者
」
に
求
め
る
ほ
か
に
術
が
無
い
。

　

如
上
の
文
章
は
、有
田
氏
の「
あ
ゆ
み
」を
手
が
か
り
に
、「
明
治
時
代
の
書
論
」

に
つ
い
て
簡
略
に
考
察
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
明
治
初
期
の
、
楊
守
敬

来
日
以
前
の
書
壇
の
状
況
と
、
現
代
日
本
の
書
壇
の
状
況
と
が
酷
似
す
る
こ
と

は
、
決
し
て
偶
然
の
一
致
と
し
て
等
閑
視
で
き
な
い
問
題
を
含
ん
で
い
よ
う
。

明
治
に
は
楊
守
敬
の
来
朝
が
あ
っ
て
、
中
国
か
ら
の
書
法
論
（
技
法
論
）
に
お

い
て
新
風
が
吹
き
込
ま
れ
た
。
一
方
戦
後
に
は
、
西
欧
の
抽
象
芸
術
論
が
移
入

さ
れ
て
前
衛
が
生
ま
れ
、
新
出
土
の
金
文
や
簡
牘
の
文
字
を
ベ
ー
ス
に
し
た
新

た
な
書
法
論（
技
法
論
）が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
現
代
は
、こ
れ
ら
の
遺
産
を「
師

法
伝
授
」
の
形
式
で
継
承
し
て
い
る
だ
け
で
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
日
本
の

人
文
科
学
に
お
け
る
新
文
化
が
伝
わ
る
気
配
が
全
く
な
い
。
世
界
中
が
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
潮
流
に
呑
み
込
ま
れ
る
状
況
下
で
、
日
本
だ
け
が
新
文
化
を
受
容
で

き
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
明
治
に
鑑
み
、
今

こ
そ
日
本
の
「
書
道
」、
延
い
て
は
東
ア
ジ
ア
「
書
法
」
の
本
質
、
思
想
、
理

念
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

八
、
二
〇
世
紀
後
半
に
お
け
る
伝
播
の
一
側
面

　

二
〇
世
紀
後
半
、
特
に
一
九
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
中

国
と
日
本
と
の
間
で
、
書
法
文
化
交
流
が
花
開
い
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
一

例
と
し
て
、
貴
重
な
書
跡
《
中
國
文
化
界
要
人
簽
名
巻
》
を
挙
げ
て
み
た
い
。

こ
の
書
跡
《
中
國
文
化
界
要
人
簽
名
巻
》
は
、
稿
者
の
恩
師
今
井
凌
雪
先
生

（
一
九
二
二
・
一
二
・
一
九
〜
二
〇
一
一
・
七
・
二
六
）
所
蔵
で
あ
る
。
北
京
、上
海
、

杭
州
で
交
友
し
た
中
国
文
化
界
の
先
生
方
が
署
名
さ
れ
て
お
り
、
詩
句
を
寄
せ



─ 78 ─

ら
れ
た
先
生
も
あ
る
。
Ａ
～
Ｃ
に
分
け
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

Ａ
〈
一
九
六
二
年
五
月
北
京
〉

　

今
井
凌
雪
先
生
随
第
三
次
日
本
書
道
代
表
団
来
華
訪
問
、
簽
名
留
念
、

一
九
六
二
年
五
月
於
古
柯
庭
。

　

秦
仲
文
、
唐
蘭
、
劉
開
渠
、
馬
晋
、
恵
孝
同
、
朱
光
、
溥
雪
斎
、
朱
丹
、

中
日
友
好
共
同
発
展
書
法
芸
術
。

　

張
望
伯
、
魚
訊
、
武
伯
琴
、
田
志
奈
。

　

Ｂ
〈
一
九
六
二
年
五
月
上
海
〉

　

結
翰
墨
緣
開
友
誼
花
。
一
九
六
二
年
五
月
今
井
凌
雪
先
生
来
滬
訪
問
、

題
名
留
念
。

　

王
个
簃
、郭
紹
虞
、朱
東
潤
、顧
廷
龍
、銭
君
匋
、葉
豊
、呉
朴
、沈
之
渝
。

　

Ｃ
〈
一
九
六
二
年
六
月
杭
州
〉

　

広
結
墨
緣
千
里
外
、
随
看
風
色
一
湖
中
。

一
九
六
二
年
蘆
橘
熟
時
、
今
井
凌
雪
先
生
蘇
杭
訪
問
、
漫
題
一
聯
留
念
、

即
乞
為
正
。
呉
谿
茀
之
艸
艸
。

　

竿
頭
風
雨
紙
上
龍
蛇
。
七
十
四
叟
孫
慕
唐
題
贈
。

　

千
里
嘉
賓
一
夕
逢
、
揮
来
詞
翰
更
溢
容
。
臨
岐
欲
贈
無
也
語
、
要
為
和

平
対
毒
龍
。

　

日
本
訪
華
書
道
代
表
団
留
念
。
一
九
六
二
年
六
月
陸
維
釗
。

　
《
中
国
文
化
界
要
人
簽
名
巻
》
は
、
今
井
凌

雪
が
一
九
六
二
年
に
山
田
正
平
を
団
長
と
す
る

「
第
三
次
日
本
書
道
代
表
団
」
の
一
員
と
し
て

参
加
し
た
時
に
携
帯
さ
れ
た
巻
子
仕
立
て
の
サ

イ
ン
帳
で
あ
る
。

　

Ａ
北
京
は
、
北
海
公
園
内
に
あ
る
古
柯
庭
で

交
流
書
会
が
あ
り
、
そ
の
場
で
中
国
側
の
参
加

者
に
記
帳
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
秦

仲
文
（
一
八
九
六
―

一
九
七
四
、
画
家
）、
唐
蘭

（
一
九
〇
七
―

七
九
、
古
文
字
学
者
）、
劉
開
渠

（
一
九
〇
四
―

九
三
、彫
刻
家
）、馬
晋（
一
九
〇
〇

―

七
〇
、
画
家
）、
恵
孝
同
（
一
九
〇
二
―

七
九
、

画
家
）、
朱
光
（
未
詳
）、
溥
雪
斎
（
一
八
九
三

―

一
九
六
六
、
書
画
家
）、
朱
丹
（
一
九
一
六
―

八
八
、
画
家
）
な
ど
、
当
時
の
中
国
文
化
界
を

代
表
す
る
要
人
が
並
ん
で
い
る
。

　

つ
い
で
Ｂ
上
海
を
訪
問
さ
れ
、
王
个
簃

（
一
八
九
七
―

一
九
八
八
、
書
画
家
）、
郭
紹
虞

（
一
八
九
三
―

一
九
八
四
、
中
国
言
語
学
者
・

文
学
者
）、
朱
東
潤
（
一
八
九
六
―

一
九
八
八
、
中
国
古
典
文
学
者
）、
顧
廷
龍

書跡《中國文化界要人簽名巻》巻首
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（
一
九
〇
四
―

九
八
、
版
本
・
目
録
学
者
）、
銭
君
匋
（
一
九
〇
六
―

九
八
、
書
画

篆
刻
家
）、
葉
豊
（
一
九
〇
七
―

九
四
、
書
画
篆
刻
家
）、
呉
朴
（
未
詳
）、
沈
之

渝
（
古
文
字
学
者
）
と
い
っ
た
先
生
方
が
署
名
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
Ｃ
杭
州
で
は
、
呉
茀
之
（
一
九
〇
〇
―

七
七
、
画
家
、
浙
江
美
術
学

院
教
授
）、
孫
慕
唐
（
一
八
八
九
―

？
、
書
画
家
、
浙
江
文
史
研
究
館
館
員
）、

陸
維
釗
（
一
八
九
九
―

一
九
八
〇
、
書
画
家
、
浙
江
美
術
学
院
教
授
）
が
詩
句

を
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
文
人
墨
客
の
集
い
を
感
じ
さ
せ
る
。
今
井
凌
雪
は
き
っ

と
流
暢
な
老
北
京
話
で
会
話
し
、
書
画
家
や
学
者
た
ち
と
積
極
的
に
意
見
交
流

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
八
一
年
に
中
国
書
法
家
協
会
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
、
日
本
側
は
全
日

本
書
道
連
盟
が
窓
口
と
な
っ
て
、
多
く
の
交
流
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た

一
九
九
四
年
に
文
物
出
版
社
が
主
催
す
る
「
中
日
書
法
史
論
研
討
会
」
が
開

催
さ
れ
て
以
降
、
日
本
側
は
書
学
書
道
史
学
会
が
窓
口
と
な
り
、
理
論
面
で

も
交
流
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
に
基
盤
が
形
成
さ
れ
、

七
〇
～
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
多
く
の
民
間
レ
ベ
ル
の
交
流
が
な
さ
れ
て
今
日

に
至
っ
て
い
る
が
、
二
十
一
世
紀
の
交
流
は
ど
の
よ
う
に
構
築
す
べ
き
か
、
東

ア
ジ
ア
全
体
で
模
索
す
べ
き
段
階
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

九
、
お
わ
り
に

　

総
じ
て
、
書
法
文
化
の
受
容
は
、
単
な
る
文
字
（
漢
字
）
や
書
体
の
伝
播
だ

け
で
な
く
、
日
本
の
宗
教
、
思
想
、
政
治
、
経
済
、
哲
学
、
文
学
、
美
術
、
教

育
等
々
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
よ
っ
て
日
本
書
道
に

お
い
て
も
、
端
的
に
言
え
ば
書
道
に
対
す
る
哲
学
、
す
な
わ
ち
書
道
の
本
質
に

対
す
る
捉
え
方
も
あ
る
程
度
受
容
し
て
は
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
先
人
の
言

葉
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　
　

○
御
手
本
一
段
々
々
御
習
あ
る
べ
き
事
。

―
―
尊
圓
法
親
王
（
一
二
九
八
―

一
三
五
六
）

　
　

○
心
中
の
物
を
写
さ
ざ
れ
ば
、
多
し
と
雖
も
ま
た
何
を
か
為
さ
ん
。

―
―
良
寛
（
一
七
五
七
―

一
八
三
一
）

　
　

○
錬
筆
あ
る
を
知
っ
て
、
錬
心
あ
る
を
知
ら
ず
。

―
―
中
林
梧
竹
（
一
八
二
七
―

一
九
一
三
）

　
　

○�

古
今
名
人
の
説
を
多
く
聞
き
、
古
今
名
人
の
書
を
多
く
見
、
古
今
各
種

雑
多
の
書
を
多
く
書
い
て
、
始
め
て
書
の
真
意
を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
。

―
―
日
下
部
鳴
鶴
（
一
八
三
八
―

一
九
二
二
）

　
　

○�

字
は
手
の
芸
で
は
な
い
、
面つ

ら
の
芸
で
あ
る
。
実
際
面
の
皮
が
厚
く
な
れ

ば
、
下
手
で
も
書
け
る
字
を
手
の
芸
と
思
う
間
は
駄
目
だ
。

―
―
犬
養
木
堂
（
一
八
五
五
―

一
九
三
二
）

　
　

○
筆
は
剣
な
り
。　
　
　
　

   

―
―
大
野
百
錬
（
一
八
六
四
―

一
九
四
一
）

　
　

○�
よ
く
な
い
書
を
四
時
間
習
う
よ
り
も
、
よ
い
書
を
二
時
間
習
っ
た
方
が
、

は
る
か
に
上
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
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―
―
比
田
井
天
来
（
一
八
七
二
―

一
九
三
九
）

　
　

○�

仮
名
の
用
筆
法
を
習
得
す
る
に
は
、
木
簡
を
習
う
が
よ
い
。
木
簡
は
素

直
で
あ
る
か
ら
、
素
直
な
筆
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ひ

と
り
仮
名
だ
け
で
な
く
、
漢
字
の
用
筆
法
を
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
木
簡
か
ら
は
用
筆
の
基
本
を
習
得
す
る
こ
と
が
多
分
に
で
き

る
。　
　
　
　
　
　
　
　

   

―
―
鈴
木
翠
軒
（
一
八
八
九
―

一
九
七
六
）

　
　

○�

新
し
く
と
も
安
物
は
創
る
な
。―

―
上
田
桑
鳩
（
一
八
九
九
―

一
九
六
八
）

　
　

○�

慣
れ
す
ぎ
る
と
、
感
動
も
、
新
鮮
さ
も
な
く
な
る
。
た
だ
上
手
と
い
う

こ
と
だ
け
が
残
る
。　
　
　

   

―
―
日
比
野
五
鳳
（
一
九
〇
一
―

八
五
）

　
　

○
広
く
掘
ら
な
け
れ
ば
、
深
く
は
掘
れ
ぬ
。

―
―
手
島
右
卿
（
一
九
〇
一
―

八
七
）

　
　

○�

書
の
心
棒
は
何
だ
と
い
え
ば
、
結
局
い
の
ち
の
躍
動
で
は
な
い
の
か
、

つ
ね
に
こ
こ
ろ
に
浮
ぶ
ま
ぼ
ろ
し
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を
形
に
つ
な
ぎ

と
め
る
工
夫
、
こ
れ
が
字
か
き
の
学
問
で
あ
る
。

―
―
西
川
寧
（
一
九
〇
二
―

八
九
）

　
　

○�

巧
み
な
書
が
書
き
た
い
。
美
し
い
文
字
が
書
き
た
い
。
こ
の
私
の
望
み

は
命
絶
ゆ
る
ま
で
変
る
こ
と
は
な
い
。
美
し
い
と
言
う
こ
と
は
流
麗
な

ど
と
言
う
一
つ
の
表
現
の
意
味
で
は
な
い
。
巧
み
と
言
う
こ
と
は
筆
技

の
世
界
で
は
な
い
。
美
と
言
う
も
の
は
心
で
あ
る
。
技
も
亦
心
で
あ
る
。

心
を
錬
る
こ
と
の
深
き
も
の
こ
そ
美
を
得
、
巧
み
を
得
る
と
私
は
信
じ

る
。
巧
み
と
美
の
世
界
求
め
続
け
る
私
の
書
は
「
心
の
書
」
で
あ
る
と

私
は
自
分
に
も
人
に
も
話
し
か
け
る
の
で
あ
る
。

―
―
木
村
知
石
（
一
九
〇
七
―

八
三
）

　
　

○�

制
作
す
る
と
き
「
奇
を
も
っ
て
正
と
な
す
」
と
い
う
董
其
昌
の
言
葉
を
、

折
に
ふ
れ
て
思
う
。　
　
　
　

   

―
―
青
山
杉
雨
（
一
九
一
二
―

九
三
）

　
　

○
教
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
あ
い
だ
は
、
本
物
で
は
な
い
。

―
―
村
上
三
島
（
一
九
一
二
―

二
〇
〇
五
）

　
　
　

�（
以
上
、
今
井
凌
雪
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
講
座
：
書
道
に
親
し
む
』

一
九
七
三
年
よ
り
）

　
　

○�

訓
練
な
き
と
こ
ろ
に
人
間
の
輝
か
し
い
個
性
は
な
い
。
個
性
と
い
う
も

の
は
激
し
い
訓
練
に
よ
っ
て
の
み
磨
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
訓
練

な
き
と
こ
ろ
に
個
性
は
な
い
。
あ
る
の
は
野
性
で
あ
る
。
字
と
い
う
も

の
に
お
い
て
も
や
は
り
修
練
の
中
か
ら
出
て
き
た
個
性
に
輝
く
字
、
そ

れ
が
人
に
大
き
な
感
動
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
そ
の
修
練

は
、
必
ず
し
も
字
の
修
練
だ
け
で
は
な
く
、
人
生
の
修
練
が
、
み
が
か

れ
た
人
格
を
通
し
て
、
人
々
に
上
手
下
手
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
感
動
を

与
え
る
字
と
な
っ
て
、
現
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
―
―
薬

師
寺
一
二
七
代
管
主
高
田
好
胤
（
一
九
二
四
―

八
八
）
二
玄
社
編
集
部

編
『
書
を
語
る
』
二
〇
〇
八
よ
り
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「
良
い
書
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
た
と
き
、
こ
の
高
田
好
胤
の
一
文
に

共
鳴
し
た
大
東
文
化
大
学
の
学
生
が
多
か
っ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
稿
者
も
「
野
性
→
人
生
の
修
練
（
技
法
の
訓
練
）
→
個
性
」
と
い
う
考
え

方
に
共
鳴
を
覚
え
て
い
る
。

　
　

○�

書
道
に
は
、
腕
を
鍛
え
る
こ
と
、
眼
を
開
く
こ
と
、
頭
を
作
る
こ
と
の

三
方
向
の
勉
強
が
必
要
で
あ
り
、
し
か
も
な
お
そ
れ
が
心
を
養
う
と
い

う
点
に
統
一
さ
れ
て
始
め
て
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

―
―
田
邊
古
邨
（
一
九
三
二
―

二
〇
〇
三
）

　

田
邊
古
邨
の
一
文
は
、
言
い
か
え
れ
ば
、「
技
法
＋
鑑
賞
＋
理
論
＝
養
心
」

に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
書
道
は
、
心
を
養
う
た
め
に
腕
を
磨
き
、
鑑
賞
眼
を
高

め
、
思
索
を
深
め
る
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
中
国
の
伝
統
的
な
書
法
理
論
を
あ
る
程
度
吸
収
し
、
独
自
の
書

道
觀
を
形
成
し
て
来
た
こ
と
も
見
落
と
せ
な
い
。
し
か
し
如
上
の
「
明
治
時
代

の
書
論
」
に
記
し
た
通
り
、
近
代
以
降
の
日
本
の
書
論
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
の
文
字
の
変
遷
を
見
る
と
、
次
の
五
つ
の
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

　

・
自
ら
創
造
し
た
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
。

　

・
漢
字
を
そ
の
ま
ま
国
語
の
表
記
に
転
用
し
た
。

　

・�

日
本
人
自
ら
が
美
し
い
文
字
を
書
い
た
と
確
認
で
き
る
の
は
、
漸
く
七
世

紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

・�

そ
れ
は
中
国
に
お
い
て
既
に
漢
字
の
す
べ
て
の
書
体
が
成
立
し
た
後
の
こ

と
で
あ
る
。

　

・�

日
本
固
有
の
仮
名
文
字
の
発
明
に
よ
り
、
日
本
語
表
記
が
可
能
と
な
り
、

日
本
独
自
の
書
の
美
を
形
成
し
た
。

　

最
後
の
「
日
本
独
自
の
書
の
美
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
仮
名
文
字
（
平

仮
名
・
片
仮
名
）
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
文
字
の
変
遷
か
ら
見
れ
ば
、
仮
名

文
字
が
誕
生
し
発
展
し
た
こ
と
は
確
か
に
最
重
要
で
あ
る
が
、
現
代
日
本
語
は

漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
表
記
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
中
国
の
書
は

「
気
骨
・
気
韻
」
の
あ
る
書
を
尊
び
、
日
本
の
書
は
「
叙
情
・
流
れ
」
の
あ
る

書
を
尊
ぶ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
両
国
に
最
も
共
通
的
に
活
発
な
使
用
を
示
す

も
の
は
、
楷
書
と
行
書
と
草
書
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
の
三
書
体
と
仮
名
文
字
が

併
用
さ
れ
、
調
和
を
図
っ
て
来
た
が
故
に
、
漢
字
三
書
体
の
み
の
表
記
と
違
っ

て
、「
叙
情
・
流
れ
」
の
あ
る
書
が
好
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
か

も
し
れ
な
い
が
、
感
性
を
重
要
視
し
て
き
た
の
が
日
本
書
道
と
言
え
る
。

　

よ
っ
て
中
国
か
ら
の
書
法
文
化
の
伝
播
に
よ
り
、
日
本
書
道
は
感
性
重
視
の

文
化
と
し
て
発
展
し
て
き
た
と
も
言
え
よ
う
。
と
は
い
え
現
代
に
お
い
て
、
本

質
的
に
書
道
を
追
い
か
け
る
精
神
的
土
壌
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
ろ
う

か
ら
、
理
論
面
の
再
構
築
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
考
え
て
い
る
。
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注i　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
毎
日
新
聞
社
『
書
道
（
改
訂
新
版
）』
西
川
寧
編
、

昭
和
四
四
年
七
月
所
収
、
守
屋
謙
二
「
書
の
芸
術
性
」・「
中
国
の
書
と
日
本
の
書
」、

日
本
放
送
出
版
協
会
『
中
国
・
美
の
名
宝
④
上
海
博
物
館
』
所
収
、
角
井
博
「
中

国
の
書
・
日
本
の
書
」
お
よ
び
二
玄
社
『
書
を
志
す
人
へ
』
Ⅰ
所
収
、今
井
凌
雪
「
現

代
中
国
の
書
と
日
本
の
書
」
を
参
照
し
た
。

ii　
『
日
本
書
紀
』
現
代
語
訳
：
十
五
年
（
四
〇
四
年
）
秋
八
月
、壬
戌
朔
の
丁
卯
（
六

日
）
に
、百
済
王
は
阿
直
岐
を
遣
わ
し
て
、良
馬
二
匹
を
貢
い
だ
。
そ
こ
で
、軽
（
現

在
の
奈
良
県
橿
原
市
大
軽
町
の
辺
り
）
の
坂
の
上
の
厩
で
飼
わ
せ
た
。
そ
う
し
て

阿
直
岐
に
任
せ
て
飼
わ
せ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
馬
を
飼
っ
た
所
を
名
付
け
て
厩

坂
と
い
う
。
阿
直
岐
は
ま
た
、
経
典
を
よ
く
読
ん
だ
。
そ
れ
で
、
太
子
菟
道
稚
郎

子
は
、
阿
直
岐
を
師
と
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、（
応
神
）
天
皇
は
阿
直
岐
に
問
う
て
言

わ
れ
た
。「
も
し
や
、お
前
に
勝
る
学
者
は
他
に
い
る
の
か
」。
答
え
て
言
っ
た
。「
王

仁
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
す
ぐ
れ
た
人
で
す
」。
そ
こ
で
上かみ
つ
け
の
き
み

毛
野
君
の
先
祖
で
あ

る
荒あら
た
わ
け
田
別
と
巫
か
ん
な
ぎ
わ
け
別
を
百
済
に
遣
わ
せ
、
王
仁
を
召
し
だ
さ
せ
た
。
そ
の
阿
直
岐
は
、

阿あち
き
の
ふ
び
と

直
岐
史
の
始
祖
で
あ
る
。
十
六
年
春
二
月
、
王
仁
は
参
っ
た
。
そ
こ
で
菟
道
稚

郎
子
は
王
仁
を
師
と
さ
れ
、
も
ろ
も
ろ
の
典
籍
を
王
仁
か
ら
習
わ
れ
、
精
通
し
て

い
な
い
も
の
は
何
も
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
王
仁
は
、
書
ふ
み
の
お
び
と

首
ら
の
始
祖

で
あ
る
。
参
照http://ja.w

ikipedia.org/w
iki/%

E7%
8E%
8B%
E4%
BB%
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iii　
『
古
事
記
』
現
代
語
訳
：
天
皇
は
ま
た
百
済
国
に
「
も
し
賢
人
が
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
献
上
せ
よ
」
と
仰
せ
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
、
そ
の
命
を
受
け
て
（
百
済
が
）

献
上
し
た
人
の
名
は
和わ
に
き
し

邇
吉
師
と
い
う
。『
論
語
』
十
巻
と
『
千
字
文
』
一
巻
、
合

わ
せ
て
十
一
巻
を
、
こ
の
人
に
附
け
て
献
上
し
た
。（
こ
の
和
邇
吉
師
が
、
文
ふ
み
の
お
び
と首

の
始
祖
で
あ
る
。）
参
照
同
注
iiU

RL

iv　

図ずし
ょ
り
ょ
う

書
寮
は
日
本
の
律
令
制
に
お
い
て
中
務
省
に
属
す
る
機
関
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
明
治
以
後
の
宮
内
省
に
も
同
名
の
機
関
が
設
置
さ
れ
た
。
図
書
寮
の
第
一

の
職
掌
は
国
家
の
蔵
書
を
管
理
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
国
立
図
書
館
に
近
い
役
割

を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
そ
れ
に
付
属
し
て
儒
教
・
仏
教
の
経
典
、
仏
像
な
ど
も
管

理
し
て
い
た
。
管
理
事
務
を
補
助
す
る
た
め
書
物
を
書
き
写
す
写
書
手
や
書
物
の

装
丁
を
行
う
装
潢
手
が
属
し
て
い
た
。
さ
ら
に
撰
史
事
業
も
職
掌
の
一
つ
と
『
養

老
令
』
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
の
撰
史
事
業
は
そ
の
都
度
、機
構
（
撰
国
史
所
）

を
設
け
て
事
務
を
行
っ
て
い
た
（
ま
た
、
撰
史
に
必
要
な
公
文
書
・
記
録
類
が
集

め
ら
れ
た
の
が
内
記
や
外
記
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
図
書
寮
が
撰
史
事
業
に
関

わ
ら
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
）。
ま
た
図
書
の
管
理
も
平
安
時
代
に
は

御
書
所
・
内
御
書
所
・
一
本
御
書
所
な
ど
の
機
関
に
実
権
を
奪
わ
れ
形
骸
化
し
た
。 

図
書
寮
の
第
二
の
職
掌
は
紙
・
墨
・
筆
な
ど
の
製
造
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
の
ち

の
図
書
寮
の
業
務
は
こ
れ
が
中
心
に
な
っ
た
。

　

http://ja.w
ikipedia.org/w

iki/%
E5%

9B%
B3%

E6%
9B%

B8%
E5%

A
F%
A
 

E

参
照
。

v　

河
内
利
治
「
日
本
『

道
』
的
原

」（
中
国

法
家

会
主

『
中
国

法
』
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二
〇
一
二
、〇
九
、

二
三
三
期
）
参
照
。

vi　

河
内
利
治
「
日
中
書
法
伝
授
の
一
形
態
―
―
韓
方
明
と
空
海
の
筆
法
授
受
を
め

ぐ
る
言
説
に
つ
い
て
」（『
大
東
文
化
大
学
・
学
術
振
興
会
・
東
北
師
範
大
学
共
同

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
』
大
東
文
化
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
九
年
一
二

月
）
参
照
。

vii　
『
嬉
遊
笑
覧
』（
漢
文
の
「
序
」
に
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
十
月
と
あ
る
）

の
著
者
、
喜
多
村
信
節
（
一
七
八
三
～
一
八
五
六
）
は
、
通
称
彦
兵
衛
、
字
は

節とき
の
ぶ信、

号
は
筠いん
て
い庭

と
い
い
、
江
戸
の
町
年
寄
、
喜
多
村
彦
右
衛
門
の
弟
で
、
博
覧

強
記
の
雑
学
者
と
し
て
有
名
。
当
時
の
著
名
な
国
学
者
、
北きた
せ
い
ろ

静
盧
と
親
戚
だ
っ
た

せ
い
か
、
小おや
ま
だ
む
ね
き
よ

山
田
与
清
、
岸きし
も
と
ゆ
ず
る

本
由
豆
流
な
ど
の
国
学
者
と
親
交
が
あ
っ
た
と
い
う
。

『
嬉
遊
笑
覧
』
の
他
に
も
『
筠
庭
雑
録
』、『
瓦
礫
雑
考
』
等
々
、
多
数
の
著
書
が
あ

る
。『
嬉
遊
笑
覧
』
は
江
戸
時
代
の
百
科
事
典
で
あ
る
。
引
用
原
文
は
、
岩
波
文
庫

本
（
二
〇
〇
四
年
三
月
発
行
）
全
五
冊
の
第
二
冊
一
八
三
頁
所
収
。

viii　

河
内
利
治
「
唐
宋
書
法
の
受
容
―
―
江
戸
時
代
中
期
『
古
法
帖
買
賣
目
録
』
か

ら
見
る
」（『
大
東
書
道
研
究
20
』
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
二
〇
一
三
年
三
月
）

参
照
。
こ
の
「
唐
宋
書
法
の
受
容
―
―
江
戸
時
代
中
期
『
古
法
帖
買
賣
目
録
』
か

ら
見
る
」
は
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
、
台
湾
明
道
大
學
國
學
研
究
所
・
中
文
系
主

催
『
唐
宋
書
法
國
際
學
術
研
討
會
』
に
お
け
る
口
頭
発
表
《
唐
宋
書
法
之
授
受
―

―
從
日
本
江
戸
時
代
《
古
法
帖
賣
買
目
録
》
來
談
起
》
を
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で

あ
る
。

ix　

稿
者
は
、
明
治
以
降
の
「
書
道
」
に
対
す
る
考
え
方
、
視
点
の
変
遷
を
模
索
す

る
た
め
、
有
田
光
甫
氏
の
「
近
代
日
本
に
お
け
る
書
論
の
展
開
―
―
書
論
一
〇
〇

年
の
あ
ゆ
み
―
―
」（
墨
美
社
『
墨
美
』
一
八
二
号
、
一
九
六
八
年
九
月
、
二
五
～

四
八
頁
所
収
）
の
「
Ⅰ 

明
治
時
代
の
書
論
」
を
中
心
に
考
察
を
試
み
た
。
河
内
利

治
「「
明
治
時
代
の
書
論
」
か
ら
の
考
察
」（『
大
東
書
道
研
究
15
』
大
東
文
化
大
学

書
道
研
究
所
二
〇
〇
八
年
三
月
）
所
収
。
こ
の
「「
明
治
時
代
の
書
論
」
か
ら
の
考

察
」
は
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
台
湾
国
立
歴
史
博
物
館
遵
彭
庁
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
《
紀
念
傅
狷
夫
教
授
―
―
現
代
書
画
学
術
芸
術
研
討
会
》（
主
催
：
国
立
歴
史

博
物
館
・
台
湾
創
価
学
会
・
国
立
台
湾
芸
術
大
学
／
共
催
：
国
立
台
湾
芸
術
大
学

美
術
学
院
書
画
芸
術
学
系
）に
お
け
る
口
頭
発
表
原
稿《
引
自「
明
治
時
代
之
書
論
」

的
考
察
》
を
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

x　

た
と
え
ば
平
凡
社
『
書
道
全
集
25
』
日
本
11 

明
治
・
大
正
（
一
九
五
四
年
一
〇

月
）
所
収
の
、神
田
喜
一
郎
「
日
本
書
道
史
11
」、日
比
野
丈
夫
「
漢
学
家
と
書
」
は
、

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
書
道
を
考
え
る
上
で
の
基
本
文
献
で
あ
る
。

xi　

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
一
〇
月
一
〇
日
に
岡
倉
天
心
が
東
京
大
学
時
代
の

同
窓
ら
と
は
じ
め
た
総
合
学
術
雑
誌
。
東
洋
学
芸
社
発
行
。「
書
は
美
術
な
ら
ず
」

は
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
８
号
か
ら
10
号
に
か
け
て
掲
載
さ
れ
た
。
一
時
「
学
芸
」

と
改
題
し
昭
和
五
年
ま
で
発
行
し
た
。

xii　

管
見
に
拠
れ
ば
、
近
年
の
研
究
に
次
の
二
著
が
あ
る
。

　

○�

神
林
恒
道
著『
近
代
日
本「
美
学
」の
誕
生
』講
談
社
学
術
文
庫
二
〇
〇
六
年
三
月
、
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第
二
章
「
日
本
」
の
美
学
の
形
成
―
―
フ
ェ
ノ
ロ
サ
か
ら
天
心
へ
：
４
「
美
術
」

と
は
何
か
。

　

○�
木
下
長
宏
著
『
岡
倉
天
心
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
二
〇
〇
五
年
三
月
、
第
一
章
旅

の
支
度
、「
書
ハ
美
術
ナ
ラ
ス
ノ
論
ヲ
読
ム
」。

　
　

ま
た
簡
単
に
述
べ
た
も
の
に
、萱
の
り
子
「『
書
ハ
美
術
ナ
ラ
ス
』
論
争
の
意
義
」

（
藝
文
書
院
『
書
学
挙
要
：
書
の
歴
史
と
文
化
』
二
〇
〇
一
年
五
月
、「
第
五
章 

書

の
現
代
理
論
」）
が
あ
る
。

xiii　
「
あ
ゆ
み
」
は
、
河
北
倫
明
著
「
日
本
の
美
術
」
よ
り
引
用
し
て
論
旨
を
要
約
し

て
い
る
。

xiv　

前
掲
書
、
木
下
長
宏
著
『
岡
倉
天
心
』
四
八
頁
。

xv　

前
注
xiv
同
書
五
〇
頁
。

xvi　
「
揮
灑
の
心
理
」（
西
川
寧
『
書
の
変
相
』
二
玄
社
一
九
六
〇
年
所
収
）。「
字
を

書
こ
う
と
せ
ず
、
文
を
記
そ
う
と
す
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
人
歩
き
し
て
、「
書

は
詩
文
に
従
属
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
考
え
方
を
生
み
、
文
学
と
遊
離
し
、

造
形
性
の
主
張
へ
と
す
り
か
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
「
文
を
記

そ
う
と
す
る
態
度
は
文
字
の
技
巧
と
一
応
縁
を
絶
っ
た
と
こ
ろ
で
成
立
す
る
」
が
、

し
か
し
本
来
は
、「
文
学
を
主
眼
に
お
い
て
、
字
々
の
技
巧
は
自
然
に
ま
か
せ
る
の

で
あ
る
。
書
が
詩
文
に
従
属
す
る
こ
と
と
混
同
さ
れ
や
す
い
が
、
そ
う
で
な
は
い
。

書
が
文
で
あ
る
と
同
時
に
、
文
字
の
フ
ォ
ル
ム
で
あ
り
、
表
現
構
造
が
絵
画
の
よ

う
に
描
写
性
を
離
れ
て
、
純
粋
に
精
神
の
構
造
に
近
く
、
思
想
の
浅
深
厚
薄
、
感

情
の
激
昂
頓
挫
、
い
ず
れ
も
直
接
に
骨
法
用
筆
に
托
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
胸
中

の
感
懐
は
詩
文
に
ほ
と
ば
し
り
で
る
と
同
時
に
、
ま
た
縦
横
に
筆
墨
に
躍
動
し
て

書
と
な
る
。」（「
あ
ゆ
み
」
二
九
頁
）
と
有
田
氏
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
。

［
補
記
］

　

本
稿
は
「
書
法
文
化
的
日
本
伝
播
」
と
題
し
て
『
首
届
華
文
書
法
国
際
論
談
』

（
二
〇
一
三
年
八
月
二
五
日
、
首
都
師
範
大
学
）
に
て
口
頭
発
表
し
た
原
文
を
加
筆

修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。


